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夏の味覚  涼やかに
８月23日、パノラマ観光果夢園で行われた桃
狩りのイベントには多くの家族連れが訪れ、
「いけだ白鳳」「なつっこ」「まどか」の食べ
比べや、もぎたての果実をふんだんに使った
特製かき氷を、夏空の下で味わいました。



９
月
に
入
り
、
本
格
的
な
台
風

の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
大
災
害

が
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
こ
と
か
ら
、
私
達
は
防
災
に
対

す
る
意
識
を
よ
り
強
め
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

近
年
、
想
定
を
超
え
る
水
害
が

多
発
し
て
い
る
た
め
、
平
成
27
年

に
水
防
法
が
改
正
さ
れ
、
浸
水
想

定
区
域
に
つ
い
て
、
百
年
に
1
回

程
度
の
大
雨
を
想
定
と
し
た
も
の

か
ら
、
千
年
に
1
回
程
度
の
大
雨

を
想
定
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
青
森
県
で
は
馬
淵

川
中
流
部
の
浸
水
想
定
区
域
を
見

直
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
配
布

し
て
い
る
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
百

年
に
1
回
程
度
の
大
雨
を
基
本
と

し
た
浸
水
想
定
区
域
図
を
掲
載
し

て
い
ま
す
が
、
新
た
な
浸
水
想
定

区
域
図
を
取
り
入
れ
た
防
災
マ
ッ

プ
の
更
新
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
町
で
指
定
し
て
い
る

一
部
の
避
難
所
が
、
新
た
な
浸
水

想
定
区
域
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
避

難
所
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
避
難

所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

これからの台風シーズンに備えて
早めの備え、早めの行動を

現在の防災マップ

新たな防災マップに掲載予定
※町全体の浸水面積が約 1.5 倍に拡大

浸水想定区域の比較
（南部地区の例）
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地区 先行して開設している
現在の指定避難所 新たな避難所

南部

ふれあい交流プラザ
向小学校大向コミュニティ

防災センター

南部公民館 南部小学校

名川
剣吉小学校

変更なし
名川 B&G海洋センター

福地
福寿館

バーデハウスふくち

先行して開設する避難所を一部変更します

放送内容を再確認
（１）電話で確認
　防災無線による放送を聴き逃したとき、県
内から次の電話番号にかけると、放送内容を
再確認することができます。

　大雨に伴う馬淵川の増水で避難所を開設するとき、今までは７箇所
の避難所を先に開設していました。浸水想定区域の見直しに伴い、今
後は次のとおり変更となりますので、ご理解とご協力をお願いします。

　更新作業中の防災マップは
10 月中に全世帯に配布します。
　なお、配布にあわせて、防災
に関する住民説明会の開催を予
定していますので、日程が決ま
り次第、お知らせします。

問合せ　総務課（本庁舎）
　　　　☎ 0178-84-2111

（２）スマホ・パソコンで確認
　ほっとスルメールを利用すると、放送内容
を文字で受信することができます。

☎ 0800-800-2622（無料）

ご利用の仕方
▶スマートフォンの場合
　専用アプリがありますので、「App Store

（iPhone）」・「Google Play（Android）」
から「ほっとスルメール」で検索・ダウン
ロードのうえ、ご利用ください。

▶パソコン・携帯電話の場合
　「anzenjoho-pc@anshin.city.hachinohe.

aomori.jp」へ空メールを送信のうえ、登
録してください。

災害時の感染症対策
　「自らの命は自らが守る」意識を持ち、適切
な避難行動をとりましょう。
　新型コロナウイルス感染症等が収束しない中
でも、災害時には、危険な場所にいる人は躊

ちゅうちょ

躇
なく避難することが原則です。

知っておくべきポイント
▶避難とは「難」を「避ける」こと。
　安全な場所にいる人まで避難場所に行く

必要はありません。
▶避難先は、避難所だけではありません。安

全な親戚・知人宅に避難することも考え
てみましょう。

▶避難所に避難する場合は、マスク・消毒液・
体温計をできるだけ自ら携行してくださ
い。

▶豪雨時の屋外の移動は車も含め危険です。
やむを得ず車中泊をする場合は、浸水し
ないよう周囲の状況等を十分確認してく
ださい。

全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
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あたたかい善意に感謝します
第一生命保険株式会社 青森支社 三戸営業オ

フィス様から、新型コロナウイルス感染症対策と
して、町内の小学校へこども用マスクおよびタオ
ルを寄附していただきました。

７月17日に、同支社八戸エリアの成冨公晴統括
部長らが町教育委員会を訪れ、「新型コロナウイル
ス感染拡大防止に役立ててください」と話し、高
橋教育長にマスクなどを手渡しました。

高橋教育長（右から２人目）にマスクなどを手渡す
成冨統括部長（左から２人目）らスタッフの皆さん

学校統廃合説明会を開催しました
　町教育委員会では、８月11日から19日にかけて、
町内４か所で学校統廃合説明会を開催しました。
　説明会では、学校統廃合検討委員会から出され
た統廃合案についての説明が行われ、参加者の皆
さんからは多くの質問や意見が寄せられました。
　今回の説明会で出された意見を、検討委員会で
再び話し合い、２回目の学校統廃合説明会を町内
４か所で10月に開催する予定です。

高橋教育長など事務局からの説明が行われました

交通死亡事故ゼロ
5000日達成

　7月5日、福 地 支 部 管内で 交 通 死 亡 事 故 ゼロ
5000日を達成し、三戸地区交通安全協会福地支部

（八木田憲司支部長）と三戸地区交通指導隊福地
支隊（佐々木充澄支隊長）に、三戸警察署（高橋
浩幸署長）および三戸地区交通安全協会（宮村純
吉会長）から表彰状が贈られました。
　八木田支部長と佐々木支隊長は「新型コロナの
影響でイベント関係が縮小しているが、街頭指導
などを引続き行い、町全体として交通死亡事故が
なくなるよう、これからも活動を展開していきた
い」と話しました。

工藤町長に報告に訪れた八木田支部長㊨と佐々木支隊長㊧

交通安全母の会連合会長就任
　南部町交通安全母の会連合会の会長に工藤愛さ
ん（大向）が就任しました。
　８月17日に就任のあいさつで役場本庁舎を訪れ
た工藤会長は「母の会の歴史を受け継ぎ、時代に
合った活動を会員の皆さんと共に作り上げていき
たい。子どもと高齢者の交通事故防止のため、ド
ライバーへの啓発活動などを行っていきたい」と
意気込みを語りました。

本庁舎を訪れた工藤会長㊧
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コロナ下での避難所運営に備えて
避難所の開設訓練を実施

７月21日、新型コロナウイルス感染症への対策を
踏まえた避難所の開設訓練を、福寿館・剣吉小学校・
ふれあい交流プラザの町内３か所で行いました。

今回の訓練は、馬淵川の増水による水害を想定し
たもので、町職員や関係者約50人が参加しました。
訓練では、受付担当の職員がマスクやフェイスシー
ルドを着用し、避難者の検温を行ったほか、専用ス
ペースへ案内した感染の疑いのある人に対して、保
健師が問診を行うなど、避難所の開設から運営につ
いて確認しました。

工藤町長は「訓練を行い備えておくことが、実際
の現場では大事になる。これから台風シーズンに入
る中で、新型コロナ対策に取り組み、しっかりと生
かしていかなければならない」と話しました。

実際に検温を行うなど、新型コロナ対策を確認しました

プールや体育館がより快適に
B&G海洋センターがリニューアルオープン

名川B&G海洋センターのプールや体育館、トレーニ
ングルームの改修工事を行い、８月５日にリニューア
ルオープンし、同日に記念式典が開かれました。

今回の改修工事はB&G財団からの助成を活用し、体
育館の照明のLED化や天井の塗装、プールの鉄骨・缶
体（プール内壁）の塗装やボイラーの交換、シャワー
の改修などを行いました。

また、同財団からゴムボートやスタンドアップパド
ルボード、ウエットスーツなどの舟艇器材が配備され、
これらは町内児童の海洋クラブ活動で使用されます。

同財団の菅原悟志理事長は式典で「子どもたちの成
長に自然体験活動は不可欠。南部町の素晴らしさを子
どもたちに伝えるため、これからも積極的に支援して
いきたい」と述べられました。

プールがリニューアル！

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー

ド
な
ど
の
舟
艇
器
財
が
配
備

ズームインなんぶ
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向小の児童たち　7月13日実施

花を育てることで思いやりの心を
人権の花運動が行われました

５月20日から７月13日にかけて、町内の小学校８校で「人権の花運動」が行われました。
花を育てることを通して、協力することや命の大切さを身に付け、優しい思いやりの心を育てることを目的と

したもので、各校の児童たちの手によって、きれいな花が植えられました。
植えられたマリーゴールドやサルビアなどの花は、大切に育てられ、学校を彩っています。

名川南小の児童たち　5月28・29日実施

地域おこし協力隊より　～出張日本語教室～
　国際交流センターのオープン (9 月予定 ) に先
がけ、町内に在住・勤務している外国人の方に
向けて、「出張日本語教室」を行っています。
　それぞれの職場をお借りして、2 名の少人数
から、ワイワイにぎやかな 9 名クラスなど、要
望に応じて教室を実施しています。生徒の方た
ちは、日本語のレベルも様々です。
　会話は上手でも読み書きが苦手な方には、ひ
らがなカルタを使って繰り返し練習します。「あ
…あめ ( 雨 )、い…いす ( 椅子 )」というように、
生活で使う言葉と結び付けて覚えていきます。
ひらがなが読めるようになったら、次はカタカ
ナです。
　すでにある程度の日本語の勉強をしてきた方
は、JLPT と呼ばれる外国人を対象とした日本
語試験の受験に向けた勉強を行っています。
　この試験が難しく、先日の授業では「駐車場」
と答えるべき問題に、「駐車所」という誤答が
多くありました。「住所」という言葉から答え
を導き出したとのことで、このような場合は、

みんなで考えながら答えを探していきます。
　日本語の勉強と聞くと、まじめで静かなイ
メージを持たれることが多いですが、私の授業
では、受講者が話し合いながら楽しく学んでい
けるように、工夫をしながら取り組んでいます。

（文　むら　あゆみ）
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キャンプイベントを開催します！

　南部町で初となるキャンプイベント
「CHERIRINCAMP2020」を開催します。

　ＡＴＶ「わっち」にレギュラー出演している
気象予報士 吉田篤さんが会場ＭＣや講演を行
います。
日時　９月13日（日）10時～17時
　　　※雨天延期　９月20日（日）
場所　名川チェリリン村オートキャンプ場

新型コロナウイルス感染症対策
▶新型コロナウイルス感染症対策として、
　会場入口で「住所・氏名・連絡先」を記
　入していただきます。
▶咳や発熱などの症状がある場合は来場を
　ご遠慮いただき、会場内ではマスクの着
　用、人と人との距離の確保をお願いします。
▶新型コロナウイルス感染症拡大の状況によ
　り、イベントを中止する 場合がありますの
　で ご了承ください。

問合せ　交流推進課（本庁舎）☎0178-84-2123　
　　　　ホームページは右記QR　　
　　　　コードから参照できます。

このほか、スラックライン体験や物販コーナー
も設置予定です。

内容
「出張！ちょっと教えて吉田さん」
～天気予報の秘密、少し教えます～
暮らしに役立つ天気
の秘密を講演します。
①11時30分～12時
②14時30分～15時

人気メーカーによるテント展示
ノルディスク・スノーピーク・ゼインアーツ・コー
ルマン・MSR・ogawa・muraco など

「木こりの遊び場」（木工体験）　
木の枝を使ってパチンコやキーホルダー作りに
チャレンジ！　※体験料200 ～300円

テント設営講座
▶ノルディスク：①11時～　②13時～
▶ゼインアーツ：①12時～　②15時～
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子育て通信
おいでよ！子育て支援センター

子育て支援センターは、幼稚園やこども園に通っていな
い子どもなら、だれでも参加できます。お気軽にご利用く
ださい。

福地こども園 ☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日／９時30分～11時

９月４日　運動あそび
９月11日　スタンピング
９月18日　お誕生会
９月25日　運動会ごっこ
10月２日　お絵かき　

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

９月９・16・23・30日
10月７日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

９月７・14・28日
10月５日

なんぶこども園 ☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日／９時～12時

９月９日　運動あそび
９月23日　戸外あそび
９月30日　お誕生会

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日／９時～14時

９月８・10・24・29日
10月１・６・８日

チェリーこども園 ☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日／９時30分～11時

９月３日　ひも通しあそび
９月10日　季節の製作（コスモス）
９月17日　お散歩
９月24日　看護師による「感染　
　　　　　 症やけがについて」

認定こども園 あかね幼稚園 ☎0178-76-1801

ハッピークラス
火曜日／10時～11時30分

９月29日　どんぐり拾い  または
　　　　　 製作あそび

※新型コロナウイルス感染症などの影響で変更となる場合
がありますので、ご利用の際は必ず各施設にお問い合わ
せください。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　問合せ　健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100　健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所
３歳児健康診査 H28.10月～ H28.12月生まれ ９月17日（木） 12時00分～12時15分 健康センター乳児健康診査 R2.3月～ R2.5月生まれ ９月24日（木） 12時15分～12時45分

※受付時間・場所は、都合により変更となる場合があります。その際は、対象者に通知します。

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
ヒトパピローマウイルスヒトパピローマウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCGは9月14日㈪、10月12日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日 	 9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　 	 9時～11時 全種類 BCGは9月9日㈬、10月7日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日 	 9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　 	 9時～11時30分

B型肝炎・
ヒトパピローマウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　 	 9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　 	 9時～12時

B型肝炎・
ヒトパピローマウイルス

スワンクリニック 月・火・水曜日　　 	 9時～11時
金曜日　　　　　　 	 9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

ロタウイルスワクチンの定期接種が
始まります！
　10月１日から、ロタウイルスワクチンが
定期予防接種の対象となります。
　ロタウイルス感染症は、ロタウイルスに
よって引き起こされる急性の胃腸炎で、乳
幼児期（０～６歳ころ）にかかりやすい病
気です。ロタウイルスは感染力が強く、５
歳までにほぼすべての子どもがロタウイル
スに感染すると言われています。主な症状
は、水のような下痢、吐き気、嘔吐、発熱、
腹痛です。脱水症状がひどくなると点滴が
必要となったり、入院が必要になることが
あります。５歳までの急性胃腸炎の入院患
者のうち、４０～５０％前後はロタウイル
スが原因です。
定期接種の対象者

令和２年８月１日以降に生まれたお子さん
　（10月１日以降の接種が対象）
※９月30日までに接種した分は、任意接種
　（全額自己負担）となります。
※対象者には、９月下旬に予診票等を個別
　に通知する予定です。
予防接種の種類
　ワクチンは２種類あり、どちらのワクチ
ンを接種しても同様の効果があります。
　同じワクチンで、決められた回数を接種
しましょう。
問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
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「すこやか南部」通信

免疫力を高める生活・食事
免疫力を高めるために大切なことは「１日３食バラ

ンスよく食べる」ことです。
バランスのよい食事は、主食（ごはん・パン・麺類

など）、主菜（肉・魚・卵・大豆製品など）、副菜（野菜・
きのこ・海藻など）が揃っている食事です。乳製品や
果物は１日１回程度加えると、さらにバランスが整い
ます。

菓子パンやインスタント食品だけの食事や、ご飯を
抜くなど偏った食事は栄養が不足し、免疫システムが
機能しにくくなり、ウイルスに対する抵抗力が低下し
てしまいます。

また、運動不足や睡眠不足、生活リズムの乱れなど
も免疫力を低下させてしまいます。

栄養・運動・休養をしっかりととり、日頃から免疫
力を高め、ウイルスに負けない体づくりを心がけま
しょう。

免疫力アップにつながる 
食材の選び方のポイント
旬の野菜を積極的に取り入れる
　旬の野菜は、野菜が持つ本来の栄養価が一番高いと
言われています。旬を意識し、四季折々のめぐみに感
謝していただくことを大切にしましょう。
　野菜類は抗酸化ビタミンや各種栄養素を多く含むの
で、抗酸化作用があり、免疫細胞を増やしたり活性化
させる働きがあります。一つに偏ることなく多種類の
野菜を十分にとることが効果的です。
　南部町特産の長いも・ねぎ・にんにく・菊や、りん
ごなどの果物も栄養価が高く、おすすめの食材です。
発酵食品を取り入れる
　納豆・味噌・麹・ヨーグルト・ぬか漬け・キムチな
どの発酵食品は、腸内環境を整えてくれます。腸内環
境が整うと、体の細胞を活性化させ、ウイルスなどか
ら体を守る機能を高めることにつながります。
きのこ類を取り入れる
　免疫力を高めるとされる成分のなかに、βグルカン
やビタミンDがあります。これらは腸内環境を整えて
くれる効果があり、さらにウイルスから体を守るバリ
ア機能を高める効果もあります。βグルカンやビタミ
ンDを豊富に含む食材はきのこで、しいたけ・まいた
け・えのきなど、多くのきのこに含まれています。

　必ずしもこれだけを食べていれば免疫力が高
まったり、病気にかかりにくくなるという訳では
ありません。同じ食材ばかりを食べていては、栄
養バランスが崩れたり塩分などを摂りすぎてし
まったり、かえって体調不良につながるおそれも
あります。
　特定の食材にこだわりすぎず、さまざまな食材
を取り入れた食事を心がけましょう。日々の食事
を楽しみ、免疫力を高め、ウイルスなどに負けず
過ごしましょう。

問合せ	 健康福祉課（健康センター）
	 ☎0178-60-7100

パート３
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達者de健康相談
～今よりもっと“達者”になりたい人に～

開催日 ９月７日（月）、28日（月）
　　　　10月５日（月）、19日（月）
時　間 13時30分～18時30分
　　　　（最終受付18時）
場　所 健康センター２階　運動指導室
内　容

体組成測定（体脂肪・筋肉量）、血管年齢測定、
骨密度測定、血圧測定、内臓脂肪量測定（対
象年齢20 ～74歳）、保健師・栄養士による
健康相談

※事前に予約が必要です。
※健診結果をお持ちの方は、最近の結果票を

持参してください。
費　用　無料
問合せ　健康福祉課
　　　　（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

献血に
ご 協 力 お 願 い し ま す
病気やけがなどで輸血を必要としている人

の命を救うため、18歳から65歳の健康な人に
400mlの献血をお願いしています。

献血にご協力いただいた方には血液検査の
結果が送付され、健康管理に役立てることが
できますので、初めての方もぜひご協力くださ
い。

日　時 ９月14日（月）９時30分～11時30分
場　所　南部分庁舎　
その他
　安全で責任のある献血をお願いするため、
　運転免許証など本人確認ができるものを
　持参してください。

問合せ　健康福祉課
　　　　（健康センター）

　　　☎0178-60-7101

後期高齢者医療被保険者の皆さまへ
保険料は納期限内に納めましょう
　保険料を滞納すると、通常より有効期限が
短い保険証（短期被保険者証）が交付される
ことがあります。
　納付書で納めている方には、納め忘れがな
く、納めに出向く手間も省ける「口座振替」
をお勧めします。口座振替への変更は、役場
窓口または金融機関で随時受付しています。
　また、災害により住宅等に著しく損害を受
けた場合や、特別な事情により世帯主等の収
入が著しく減少した場合は、保険料の減免等
が認められることがありますので、ご相談く
ださい。

かかりつけ医・かかりつけ薬局を持ち、
お薬手帳は1冊にまとめましょう
　「かかりつけ医」があると、体質や持病を理
解した上で助言してくれたり、必要に応じて専
門医を紹介してくれたりするので安心です。
　また、「かかりつけ薬局」があると、薬歴（薬
の服用記録）管理や飲み合わせによる副作用
の防止、多剤処方による健康被害のリスク軽減
など、健康管理をサポートしてくれます。
　複数の「お薬手帳」は、1冊にまとめて管理
しやすくしましょう。

問合せ　健康福祉課（健康センター）　　  ☎0178-76-3323
　　　　税務課（南部分庁舎）　　　　　  ☎0179-34-2586
　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017-721-3821
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いつまでも元気でいるために、
介護予防に取り組みたい。

「要支援」って認定がでたけど、
どうやってサービスを利用するの？

認知症について
相談したい。

地域のサロンに
参加してみたい。

お住まいの身近な地域にも、総合相談窓口があります。
相談窓口・連絡先 担当地区

ふくち在宅介護支援センター
☎ 0178-84-2011

福地地区：福田、あかね、滝田、中央、埖渡、杉沢、椛木、
　　　　　法師岡、東あかね、板橋、		あけぼの
名川地区：森越、森林・向山

在宅介護支援センター	きぼう
☎ 0178-84-4778

福地地区：苫米地・駅前団地、片岸、高橋、小泉、麦沢
名川地区：荒町、桜町、桜本町、新開地、上斗賀、下斗賀

剣吉在宅介護支援センター
☎ 0178-60-5511

名川地区：高瀬、上名久井、平、広場、下名久井、五日市、助川、
　　　　　横沢、野場、法光寺、鳥舌内、鳥谷、虎渡、上中町

南部在宅介護支援センター
☎ 0179-34-2002

南部地区全域
名川地区：上川原

もしかして
虐待？

地域包括支援センターには、保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員などの専門職
が配置されており、高齢者に関する様々な相談に応じています。お気軽にご相談ください。

こんにちは！
南部町地域包括支援センターです

問合せ　地域包括支援センター（健康センター）☎0178-76-2555

こんなときは、地域包括
支援センターに相談を！
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秋の狂犬病予防注射のお知らせ

交通事故等が原因で介護が必要になったとき

まずはご相談ください
第三者行為が原因で介護保険サービスが必要に

なった場合は、被保険者からの届け出が必要となり
ますので、被保険者の方は、第三者行為に該当する
可能性が生じた場合、健康福祉課介護保険班までご
相談ください。

第三者行為（交通事故など）の
届け出が義務化されました
南部町が支払った介護給付が第三者によるもの

かを把握する必要があるため、介護保険法施行規
則の改正により平成28年4月1日から、第１号被保
険者（65歳以上の方）が交通事故などの第三者行
為を原因として介護保険サービスを受けた場合、
南部町への届け出が必要となりました。

提出書類
▶第三者行為による傷病届
▶事故発生状況報告書（写し可）
▶同意書
▶交通事故証明書（写し可）

予防注射料　3,300円（１頭あたり）
登録手数料　3,000円（新規登録時のみ）
※おつりのないようにご協力ください。

福地地区　10 月７日（水）
苫米地集会所 9:00~		9:15
高橋集会所 9:25~		9:35
小泉集会所 9:50~10:05
あかね集会所 10:20~10:35
東あかね集会所 10:45~11:00
法師岡コミュニティ
防災センター 11:10~11:20
杉沢研修館 13:30~13:40
あけぼの研修センター 13:45~14:00
福地第８分団屯所（埖渡） 14:05~14:15
福田集会所 14:25~14:35
ゆとりあ 14:45~15:00

名川地区　10 月８日（木）
虎渡公民館 9:00~		9:10
名川第 10 分団屯所（下斗賀） 9:20~		9:30
芸能伝承館前駐車場 9:40~		9:50
剣吉公民館 10:00~10:10
剣吉河内屋跡地 10:20~10:30
高瀬コミュニティセンター 10:40~10:50
上名久井公民館 11:00~11:20
平公民館 11:35~11:50
大鳥谷集会所 13:30~13:40
名川南小学校バス停駐車場 13:50~14:00
名川第４分団屯所（下名久井） 14:15~14:25
八坂神社 14:35~14:45
医療センター 14:55~15:10

南部地区　10 月９日（金）
相内町内会館 9:00~		9:15
諏訪ノ平公民館 9:25~		9:40
玉掛公民館 9:50~10:05
沖田面公民館 10:10~10:20
南部第６分団屯所（赤石） 10:25~10:35
南部第２分団屯所（大向） 10:50~11:00
小波田町内会館 11:10~11:25
ふれあい交流プラザ 13:30~13:40
南部利康霊屋駐車場 13:50~14:00
古町町内会館 14:10~14:20
門前町内会館 14:30~14:40
町民体育館 14:45~15:00

10 月 11 日（日）　３地区
福地地区 名川地区 南部地区

　ゆとりあ 9:00~9:50 　医療センター 10:00~10:50 　南部分庁舎前 11:00~11:50

介護保険の第１号被保険者の方は、交通事故などの第三者（加害者）の行為によって介護が必要になった
場合や、状態が悪化した場合でも介護保険のサービスを受けることができます。

ただし、介護保険サービスの提供にかかった費用は加害者が負担するのが原則ですので、介護保険の保険
者が一時的に立て替えた後で加害者へ請求することとなります。

先に示談してしまうとその内容によっては損害賠償ができない場合があります。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101

　生後91日以上のすべての犬は、一生に一度の登
録と、毎年の狂犬病予防注射を受けなければなり
ません。　
　案内のはがきを送付しますので、最寄りの会場
へはがきと手数料を持ってお越しください。
　また、未登録の犬を所有している方は、会場ま
たは各庁舎窓口で登録手続きをお願いします。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34－2111　　　
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	【事業者の方へ】
「青森県新しい生活様式対応推進応援金」について

　県では、「新しい生活様式」の実践による
感染拡大の防止と事業の維持発展に向けた県
内事業者の取組を支援するため、「青森県新
しい生活様式対応推進応援金」を支給します。
詳細は、青森県庁ホームページをご覧いただ
くか、下記の電話相談窓口にお問い合わせく
ださい。

応援金の額　10万円
対象者　
　新型コロナウイルス感染症の影響により事
業収入が減少している、県内に事業所を有
する中小企業をはじめとした大企業以外の
法人および個人事業主であって、感染拡大
の防止と事業の維持発展に向けて「新しい
生活様式」を実践している者であること

申請方法　必要書類を郵送にて提出
申請期限　9月30日（水）（当日消印有効）

問合せ
　青森県新しい生活様式対応推進応援金
　電話相談窓口
　☎ 0120-945-769（通話料無料）
　対応時間：平日 9 時～ 17 時

	国勢調査2020
開始から100年、未来をつくる日本で最も重要な統計調査です

　国勢調査は、日本国内に住む全ての人と世帯を対象とする、国の最も重要な統計調査です。
　回答した内容は、統計の作成以外には絶対に使用しませんので、正確な記入をお願いします。

問合せ
　総合保健福祉センターゆとりあ内　国勢調査実査会場（企画財政課）
　☎ 0178-84-3061

調査の流れ

調 査 員 が「 イ
ンターネット回答
用書類」「調査票」

を全世帯に配布

パソコン・スマートフォンからインターネット回答

回答完了

調査票の記入 郵送または調査員へ提出

調査書類の配布期間 ９月 14 日（月）～９月 30 日（水）
インターネット回答期間 ９月 14 日（月）～ 10 月７日（水）
調査票の提出期間 10 月１日（木）			～ 10 月７日（水）

国勢調査コールセンター
☎ 0570-07-2020
受付時間：８時～ 21 時

※統計法では、正確な統計作成のため、回答する義務が定められています。
※調査票は、外部に漏れないように厳重に保管し、集計が完了した後には全て溶かして処分されます。
※調査員は「国勢調査員証」を携行しています。国勢調査を装った「かたり調査」にご注意ください。
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町営住宅入居者募集
入居募集住宅

町営住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃
向山団地　23号 Ｈ９年度 木造平屋建 ３ＤＫ 16,500 ～24,600円／月
森越団地　	６号 Ｈ14年度 木造２階建 ３ＤＫ 19,800 ～29,500円／月
ひろば台団地　Ａ21号 Ｈ28年度 木造平屋建 ２ＬＤＫ 23,400 ～34,900円／月
ひろば台団地　Ａ27号 Ｈ29年度 木造平屋建 ２ＬＤＫ 23,600 ～35,200円／月
ひろば台団地　Ｂ２号 Ｈ23年度 木造平屋建 １ＬＤＫ 16,600 ～24,800円／月
ひろば台団地　Ｂ10号 Ｈ25年度 木造平屋建 １ＬＤＫ 16,900 ～25,200円／月
滝田団地　	８号 Ｈ４年度 木造２階建 ３ＬＤＫ 18,200 ～27,100円／月
滝田団地　14号 Ｈ４年度 木造２階建 ３ＬＤＫ 18,200 ～27,100円／月
第二苫米地駅前団地　Ｂ25号 Ｈ16年度 木造平屋建 ２ＤＫ 17,400 ～25,900円／月

現地見学会　　※現地見学を希望される方は、事前に建設課までご連絡ください。
開催日 時間 町営住宅名

９月14日（月）

10時　　　～　10時25分 向山団地（23号）
10時40分　～　11時05分 森越団地（６号）
11時20分　～　11時45分 滝田団地（８号・14号）
13時30分　～　13時55分 第二苫米地駅前団地（Ｂ25号）

14時10分　～　15時10分
ひろば台団地
（Ａ21号・Ａ27号・Ｂ２号・Ｂ10号）

入居資格
▶同居または同居しようとする親族がある
▶入居者と同居者の合計所得が月額15万8千円　
　以下
▶住宅に困窮している
▶税金を滞納していない
▶入居者全員が暴力団員ではない

問合せ　建設課（南部分庁舎）☎0179-34-2518

入居申込み
町営住宅入居申込書に必要事項を記入のうえ、

必要書類を添えて９月18日（金）13時までに建
設課（南部分庁舎）または各庁舎窓口に提出して
ください。

なお、入居希望が複数の場合は、抽選となりま
す。
※入居説明会および抽選
　９月30日（水）10時～　南部分庁舎

広告
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ごみ・し尿の処理状況について
八戸清掃工場では可燃ごみを、八戸リサイクルプラザでは不燃ごみ、粗大ごみおよび資源ごみを処理し

ています。また、八戸リサイクルプラザでは家具などの再生品を提供したり、廃油からの石鹸作りなどの
リサイクル体験教室を行っています。

八戸環境クリーンセンターでは、し尿・浄化槽汚泥の効率的、安定的な処理を行い、公共用水域の水質
保全と快適な生活環境の保全に努めています。

ごみ処理量（ｔ） し尿処理量（ｋｌ）

可燃ごみ
不燃ごみ・粗大ごみ・

資源ごみ
し尿 浄化槽汚泥

地域名 H30 R1 H30 R1 H30 R1 H30 R1
八戸市 67,233 67,909 13,049 12,758 30,483 29,224 52,329 51,292
南部町

（旧福地村区域） 1,207 1,189 298 297 538 489 2,818 3,018

階上町 3,085 3,109 739 738 2,579 2,527 4,687 5,065
計 71,525 72,207 14,086 13,793 33,600 32,240 59,834 59,375

問合せ
　八戸清掃工場　　　　　　　 ☎0178-27-1351　　八戸リサイクルプラザ　☎0178-70-2396
　八戸環境クリーンセンター　 ☎0178-28-1919

南部町成人式のお知らせ
成人式実行委員を募集します
式典の企画などを担当職員と一緒に行います。

今年１月に行われた成人式では、6人の新成人が
実行委員として式典の企画準備に携わりました。
一生に一度の思い出を、一緒に作りませんか？

成人式について
令和３年南部町成人式は、新型コロナウイルス

感染症の予防のため、地区ごとに同日、時間差で
の開催を予定しています。

期日　令和３年１月10日（日）
時間　福地地区：10時～　名川地区：13時～
　　　南部地区：15時～
場所　南部町立町民ホール（楽楽ホール）
対象　平成12年４月２日から平成13年４月１日
生まれの南部町在住者および町内中学校卒業者
※受付時間などの詳細については、対象者の皆さ
　んに後日連絡します。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更・
　中止となる場合があります。その際は、町広報　
　やホームページでお知らせしますので、あらか
　じめご了承ください。

問合せ
　社会教育課（南部分庁舎）
　☎0179-34-2132　　FAX 0179-34-3127
　E-mail　kubo-yuu@town.aomori--nanbu.lg.jp　

定員　12名程度
申込方法
　電話、FAXまたはE-mailなどで住所・氏名・電
　話番号をお知らせください。
申込期限　９月30日（水）
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名川中学校図書室１階（町民図書室） 《おはなし会》

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め、９月のおはなし会はお休みします。

《おすすめセレクション》

粗食のすすめ　秋のレシピ　　著：幕内　秀夫

実りの秋。新米や野菜の
収穫。さんまやいわしに脂
がのって一段と美味しくな
る季節、旬の恵みを使った
シンプルレシピが満載！

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL：http://www.lib-eye.net/nanbu/

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　9月7日（月）、14日（月）、23日（水）、28日（月）
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》

◆FACTFULNESS ハンス・ロスリング
◆80代の今が最高と言える 川﨑　淳与
◆アイヌをもっと知る図鑑 平凡社
◆感染を恐れない暮らし方 本間　真二郎
◆カレーライス 重松　清
◆囚われの山 伊東　潤

～各校の特色ある教育～

私たちにできること

当校は、平成17年４月に旧名川町の3つの中
学校（剣吉中・名久井第一中・名久井第二中）
が統合、「地域と共に、子供が心豊かに育つ学び
の環境の創造」を学校づくりの基本理念に掲げ
スタートし、今年で16年目を迎えます。

今年度は、様々な学校行事等を縮小や変更を
して実施してきました。

吹奏楽部は、コンクールが中止になったこと
から、７月11日に吹奏楽部員のご家族の皆さん
を対象に、また７月15日には全校生徒を対象に、
コンクールで披露する予定だった課題曲「トイ
ズ・パレード」と、自由曲「吹奏楽のための詩
曲はてしなき大空への讃歌」を聴かせてくれま
した。難しい曲ではありましたが、集中した見
事なハーモニーを響かせてくれました。

また、７月23日から26日にかけて、三戸郡中

校長：小林　孝史　　生徒数：157名名川中学校

吹奏楽部がすばらしい音色を聴かせてくれました

学校体育連盟主催による各競技会が開催されま
した。３年生にとっては、２年４ヶ月間の部活
動に取り組んできた成果を披露する節目の競技
会となりました。壮行式や、報告会に代わる「部
活動振り返り集会」では、３年生の立派な姿を
見ることができました。

今後も、名川中に対する誇りと愛情を持ち、
教職員や生徒、保護者、地域の方々と知恵を出
し合い、すべての教育活動を進めていきます。

《飲み物の持ち込み・飲用について》
　図書室内において、飲み物の持ち込み・飲用を可

能としました。詳しくはお問い合わせください。
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9 September
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THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED

デーレース ナイターレース

福
地
短
歌
会

便
箋
に
書
き
し
心
も
折
り
畳
み
照
れ
屋
の
孫
が
便
り
呉
れ
た
り

川
守
田
慶
三

新
コ
ロ
ナ
五
輪
延
期
に
長
い
梅
雨
地
固
ま
ら
ず
列
島
悲
し
む

大
久
保
雪
夫

芝
草
の
縁
を
鋏
で
刈
り
な
が
ら
亡
夫
も
刈
り
け
む
そ
の
音
親
し

奥
寺　

睦
子

瓶
に
さ
す
山
ゆ
り
一
つ
綻
び
て
不
治
の
寂
し
さ
薄
れ
ゆ
く
な
り

工
藤　

裕
正

知
床
の
浜
茄
子
の
実
を
喰
ら
ひ
し
か
頭
に
一
点
紅
き
鶴
が
棲
む

坂
上　

傳
吉

朝
焼
け
は
東
の
空
を
染
め
る
中
早
起
き
農
夫
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
音

水
梨　

正
夫

曾
孫
の
育
つ
姿
を
写
真
に
て
日
毎
見
守
る
吾
の
生
き
が
ひ

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

濁
流
の
白
き
泡
立
ち
い
く
す
ぢ
も
蛇
の
鱗
を
思
は
す
う
ね
り

馬
場　

昭
子

産
土
の
祭
り
に
お
ど
る
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
子
ら
の
楽
し
み
奪
ひ
し
コ
ロ
ナ

馬
場　
　

操

清
か
な
る
せ
せ
ら
ぎ
の
音
果
て
し
な
く
ま
べ
ち
の
川
は
永
久
に
流
れ
て

馬
場　

敬
子

母
が
逝
く
「
ば
っ
ち
ゃ
の
お
汁
は
お
い
し
い
よ
」
孫
の
世
話
す
る
姿
な
つ
か
し

坂
本　

綾
子　

濁
流
は
竜
神
と
化
し
咆
哮
す
ヒ
ト
の
非
力
を
確
か
む
る
が
に

佐
々
木
冴
美

急
ぐ
と
は
惜
命
の
こ
と
里
山
の
夕
ひ
ぐ
ら
し
が
身
を
し
ぼ
り
鳴
く

八
木
田
順
峰

若
　
草
　
会

朝
露
を
受
け
て
輝
く
ミ
ニ
ト
マ
ト
幼
子
は
手
に
赤
い
実
に
ぎ
る

藤
野　

幸
枝

手
入
れ
さ
れ
植
込
み
に
咲
く
赤
い
バ
ラ
心
い
や
さ
れ
立
ち
ど
ま
り
見
る

中
野　

静
子

笹
を
切
り
赤
き
短
冊
つ
る
し
た
り
子
等
の
願
い
よ
星
に
届
け
と

一
ノ
渡　

綮

赤
に
紅
マ
ー
ブ
ル
チ
ョ
コ
の
よ
う
な
傘
横
断
歩
道
ぱ
し
ゃ
ぱ
し
ゃ
駆
け
る

向
山　

敦
子

う
す
赤
に
色
づ
き
わ
れ
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
小
さ
き
手
と
摘
み
夕
げ
に
ぎ
わ
す

工
藤　

孔
子

泥
つ
き
の
ご
ぼ
う
を
白
く
み
が
く
ご
と
指
先
紅
く
湯
上
が
り
の
夕

鶴
飼　

千
年

役立っています！	ボートピアなんぶ交付金
宮太鼓を補修し、地区のまつり等への参加が継続できることで、次代を担う地域づくり
のリーダーが養成され、将来にわたる地域の活性化が期待されます。（苫米地後町内会）

募集企業　ラッキー工業株式会社 八戸工場
職　　種　子守帯縫製作業
　　　　　（ミシン・アイロン・仕上げ）
採用人数　１名
賃　　金　時給 795 円
就業場所 南部町大字福田字小沢田 36-1
就業時間　12 時 50 分～ 17 時
休　　日　土・日・GW・お盆・年末年始

　詳細は、ハローワークの求人票をご確認くださ
い。
　就業を希望する方は、履歴書（写真を貼り付け
たもの）およびハローワークの紹介状を就業場所
の住所まで送付ください。

問合せ ラッキー工業株式会社　八戸工場
　　　　☎ 0178-84-4331

常滑GⅡ
モーターボート大賞 児島一般戦 宮島GⅠ宮島チャンピオンカップ 常滑

一般戦 びわこGⅠヤングダービー 徳山GⅠダイヤモンドカップ 児島GⅠ
キングカップ

福岡GⅢオールレディース（薄暮） 浜名湖ヴィーナスシリーズ
（薄暮）

平和島GⅢ
キリンカップ 児島GⅢシモデンカップ 多摩川

一般戦 平和島GⅢマスターズリーグ

住之江GⅠ高松宮記念特別競走 桐生一般戦
日本一しょうゆ杯 若松GⅢオールレディース 大村

一般戦 蒲郡GⅢオールレディース 桐生一般戦
東京中日スポーツ杯

蒲郡一般戦 下関一般戦 蒲郡一般戦 大村一般戦 桐生一般戦
東京スポーツ杯

丸亀
一般戦 大村一般戦 丸亀

一般戦

町誘致企業の求人募集について
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す
。
な
お
、
一
部
免
除
に
つ
い

て
は
、
一
部
納
付
保
険
料
を
納

付
し
な
い
と
未
納
期
間
と
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

納
付
猶
予
申
請

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

学
生
納
付
特
例
申
請

　
学
生
の
人
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、

在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　
住
民
生
活
課
（
南
部
分
庁
舎
）

　
０
１
７
９
・
34
・
２
５
０
９

お知らせ
information

行政相談・人権相談
期日　10月１日㈭、
　　　　　15日㈭※行政相談のみ
時間　13時～15時
場所　福地・剣吉・南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）
☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部
分庁舎）☎0179-34-2509

10・11月の休日窓口開設日
期日　10月３日（土）、17日（土）　　　　　
　　　11月７日（土）、21日（土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　	住民票・印鑑証明書

の交付、印鑑登録
※	平日は、当日16時までの電話
予約で、18時まで窓口の時間
を延長できます。業務内容は
休日窓口と同じです。

問合せ		住民生活課（南部分庁舎）
☎0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（令和２年８月20日現在）

対先月比

人　口 17,672人 （−12）
男 8,404人 （−11）
女 9,268人 （−１）
世帯数 7,476世帯（＋４）

お知らせ
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度

　
　
　

　
国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ

の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
等
で
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
は
、
各

庁
舎
の
窓
口
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

免
除
申
請（
全
額
免
除・一
部
免
除
）

　
本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前　

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
免

除
ま
た
は
一
部
免
除
と
さ
れ
ま

　

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
精
神
に
障

害
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま
り
、

自
由
に
語
ら
い
、
交
流
し
て
い
ま

す
。申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　
9
月
19
日
（
土
）

　
　
　
11
時
～
13
時
30
分

会
場　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ	

　
健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

修
業
年
数

▼
防
衛
大
学
校
お
よ
び
看
護
学
科　
　

　
4
年　
　

▼
医
学
科　
6
年

受
験
資
格　
18
歳
以
上
21
歳
未
満

受
付
期
限

▼
防
衛
大
学
校　
10
月
22
日（
木
）

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科

　
10
月
1
日
（
木
）　

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科

　
10
月
7
日
（
水
）

一
次
試
験

▼
防
衛
大
学
校　

　
11
月
7
日
（
土
）・
8
日
（
日
）

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科　
　
　

　
10
月
17
日
（
土
）

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科

　
10
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

問
合
せ

　
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　
八
戸
地
域
事
務
所

☎
０
１
７
８
・
45
・
１
９
２
０

採用試験
防
衛
大
学
校
お
よ
び

防
衛
医
科
大
学
校

開催案内
精
神
障
害
者
家
族
会

「
語
ら
い
の
会
」

広告
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毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉

週
間
（
５
月
５
日
～
５
月
11
日
）」

と
定
め
、
児
童
福
祉
の
理
念
の
普

及
・
啓
発
の
た
め
の
各
種
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
３
年
度

の
児
童
福
祉
週
間
に
向
け
て
、
そ

の
象
徴
と
な
る
標
語
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
限　
10
月
20
日
（
火
）

募
集
内
容

　
子
ど
も
た
ち
を
応
援
・
未
来
に

向
け
て
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標
語　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ

　
公
益
財
団
法
人　
児
童
育
成
協
会　
　
　

　
「
標
語
募
集
」
係

　
☎
03
・
５
３
５
７・１
１
７
４　

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（https://w

w
w
.kodom

ono-　

　

			shiro.or.jp/jigyo/hyougo

）

　
自
筆
証
書
遺
言
書
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
は
自
宅
等
で
保
管
す
る

こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
７
月
10
日
か
ら
は
法
務
局
で

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
青
森
県
立
美
術
館

　
☎
０
１
７・７
８
３・５
２
４
３

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

					w
w
w
.aom

ori-m
useum

.jp

）

　　
八
戸
市
と
連
携
し
て
生
活
再
建

相
談
事
業
を
行
っ
て
い
る
消
費
者

信
用
生
活
協
同
組
合
に
よ
る
無
料

相
談
会
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
や

弁
護
士
が
、
お
金
や
暮
ら
し
に
関

す
る
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に

聴
き
取
り
し
、
一
緒
に
解
決
の
糸

口
を
見
つ
け
ま
す
。

期
日　
９
月
26
日
（
土
）

場
所　
信
用
生
協　
八
戸
事
務
所　

　
（
八
戸
市
大
字
八
日
町
36	

　
			

第
一
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
4
階
）

相
談
の
対
象

　
お
金
の
問
題
（
多
重
債
務
問
題

な
ど
）
／
遺
産
相
続
／
不
動
産

売
買
／
税
金
等
公
共
料
金
の
滞

納
／
DV
・
離
婚
問
題
／
そ
の
他

く
ら
し
に
関
す
る
悩
み
事

相
談
料　
無
料

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　
信
用
生
協　
八
戸
事
務
所

　
☎
０
１
２
０・１
０
２・０
８
４

お知らせ
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た

開催案内
「
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け

に
行
こ
う
！
」
相
談
会

　日
時
・
場
所

　
９
月
17
日
（
木
）
９
時
～
15
時

　
り
ん
ご
研
究
所　
県
南
果
樹
部

　
（
五
戸
町
扇
田
字
長
下
夕
２
）

内
容
・
併
設
催
事

　
果
樹
試
験
圃
場
の
公
開
／
果
樹

栽
培
相
談
所
の
開
設
（
品
種
特

性
、
栽
培
方
法
、
病
害
虫
防
除

等
）／
主
要
成
果
の
資
料
展
示・

果
実
の
展
示
／
所
内
生
産
物
の

販
売
／
な
し
果
実
品
評
会
／
農

業
資
材
、
地
域
農
産
物
な
ど
の

展
示
と
販
売

問
合
せ

　
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
り
ん
ご
研
究
所　
県
南
果
樹
部

　
☎
０
１
７
８
・
62
・
４
１
１
１認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

９月16日（水）

募集案内
「
児
童
福
祉
週
間
」
標
語

の
募
集
に
つ
い
て

も
保
管
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
法
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.m
oj.go.jp/

）
の
サ
イ
ト

内
検
索
で
「
法
務
局
に
お
け
る
自

筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
に
つ
い

て
」
に
よ
り
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局	

　
総
務
課　

☎
０
１
７
８
・
24
・
３
３
５
１

日
時
・
場
所

　
10
月
25
日
（
日
）
13
時

　
友
の
会
福
祉
会
館

　
（
八
戸
市
長
根
１
―
２
―
８
）

内
容

　
令
和
３
年
10
月
に
開
催
予
定
の

「
音
楽
劇
ア
レ
コ
」。
開
催
に
先

立
ち
、
発
声
や
動
作
な
ど
、
演

劇
の
基
礎
的
な
身
体
表
現
を
学

ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
、
面
談
を

受
け
た
方
の
中
か
ら
４
名
程
度

を
、「
音
楽
劇
ア
レ
コ
」
の
出

演
俳
優
と
し
て
選
考
し
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
け
の
参
加　

　
も
可
能
で
す
。
詳
細
は
お
問
い　

募集案内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
兼
「
音
楽
劇
ア
レ

コ
」
出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
開
催 

開催案内
り
ん
ご
研
究
所

県
南
果
樹
部
参
観
デ
ー

広告

広告
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
、
県
税
の

特
例
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
被
災
し
た
自
動
車
や

不
動
産
（
土
地
、
家
屋
）
に
代
わ

る
自
動
車
や
不
動
産
を
取
得
し
た

と
き
は
、
自
動
車
税
（
環
境
性
能

割
・
種
別
割
）
や
不
動
産
取
得
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特

別
区
域
法
に
基
づ
く
復
興
推
進
計

画
に
定
め
る
八
戸
市
、
三
沢
市
、

お
い
ら
せ
町
お
よ
び
階
上
町
の
一

部
区
域
で
、
こ
れ
ら
の
市
町
か
ら

指
定
を
受
け
た
事
業
者
が
対
象
施

設
等
を
新
増
設
し
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
事
業
税
や
不
動
産
取
得
税

が
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
三
八
地
域
県
民
局

県
税
部
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、県
税・市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
（https://w

w
w
.

pref.aom
ori.lg.jp/life/tax/top.

htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
４
４
５
５

お知らせ
東
日
本
大
震
災
に
係
る
県
税

の
特
例
措
置
等
に
つ
い
て
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リンゴ箱の新たな魅力
　青森南部アカマツを使用した
木製スタンドやウッドボックス
を展示販売しています。自然素
材を活かしたウッドボックスは、 
贈答用ボックスやお部屋のイン
テリア家具として活用できます。

　また、南部町内で生産された 
人気商品の菓子類40種類以上を 
ご用意しました。
　そのままウッドボックスに詰
め合わせて、 オリジナルの贈答品
としても最適です。
※ご配送、ラッピング包装も承っ
　ています。お気軽にお問い合
　わせください。

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより

期限　10月31日（土）
曜日 イベント 通常 特別（税込）
月 メンズデー 1,120 円 1,000 円
火 レディースデー 1,120 円 1,000 円
水 カップルデー (2 名料金 ) 2,240 円 2,000 円
土 キッズデー 570 円 300 円

肥満解消コース　～泳がなくても健康づくり～
　バーデパークの健康プロ
グラムを、ぜひご利用くだ
さ い。 肩 こ り や 腰 痛 等 の
コ ー ス も ご 用 意 し て い ま
す。詳しくは指導員までお
問い合わせください。

☎ 0178︲84︲2850

売店リニューアルオープン！
木箱製品の取り扱いをはじめました

運動不足を解消！
プール割引スペシャルデー開催中

★朝風呂営業
６時～８時まで

（受付は７時30分まで）
朝風呂入浴料　330円

売店リニューアルオープン！
New!

★今月の休館日
９月17日（木）

作品展示者　大募集＆大歓迎！！

　バーデパーク内特設会場に、写真や絵画などの作
品を展示してみませんか？
応募条件　南部町内在住または出身の方
　詳しくはお問い合わせください。

はかりの定期検査について
　商取引や証明行為に使用するはかりは、精度を
保つため計量法に基づき、２年に１度の定期検査を
受けなければなりません。期間中に検査を受けな
かった場合は、（社）青森県計量協会（青森市）へ
はかりを持参し、検査を受けることになりますので、
忘れずに検査を受けてください。

持参物
▶検査を受けるはかり
▶検査手数料
　（１台につき500円～2,000円程度）

期日 時間 場所
10 月 19 日（月）13 時　　　～　15 時 福地公民館　車庫

10 月 20 日（火）9時 30 分　～　12 時 南部芸能伝承館脇
山車小屋

13 時　　　～　15 時
10 月 21 日（水）9時 30 分　～　11 時 30 分

10 月 22 日（木）9時 30 分　～　12 時

南部分庁舎　車庫13 時　　　～　15 時

10 月 23 日（金）9時 30 分　～　12 時13 時　　　～　14 時

問合せ　社団法人青森県計量協会
　　　　☎017-729-1703

　　　　商工観光課（本庁舎）
　　　　☎0178-84-211₉

日時・場所
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編集後記
表紙の写真は「達者村桃狩り重さ当てゲー

ム大会」。取材の最中、私も「桃入りかき氷」
をいただくことができました。かき氷に、カッ
トされた桃・シロップ・練乳をトッピング。
旬の味覚とともに味わうかき氷は、夏の暑さ
も相まって格別の美味しさでした。【み】

南部町医療センターからの
お知らせ	 ☎	0178︲76︲2001

町営市場の販売状況（７月16日～８月15日）

品　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

プレコース （梨） 48,369 9,003 186 141
紅秀峰 （ｻｸﾗﾝﾎﾞ） 2,315 5,213 2,252 1,164
豊後 （梅） 542,538 84,896 156 214
八助 （ｱﾝｽﾞ） 57,724 20,022 347 71
大実 （ｱﾝｽﾞ） 12,680 4,310 340 65
プリンス （ﾒﾛﾝ） 16,490 2,852 173 116
あかつき （桃） 14,934 4,022 269 227
桃 7,798 1,652 212 166
大石 （ﾌﾟﾗﾑ） 146,880 30,058 205 218
ソルダム （ﾌﾟﾗﾑ） 37,925 9,673 255 184
大　根 13,610 1,240 91 49
短根人参 11,458 2,525 220 76
長　芋 61,480 17,007 277 212
にんにく 32,155 42,646 1,326 1,066
ね　ぎ 9,377 3,510 374 289
きゅうり 26,366 6,553 249 116
かぼちゃ 30,986 5,921 191 109
ナ　ス 5,477 1,261 230 144
トマト 20,393 3,637 178 148

●今月の休場日
９月６日（日）、９日（水）、13日（日）、16日（水）、20日（日）、22日（火）、
23日（水）、27日（日）、30日（水）

10月４日（日）、７日（水）、11日（日）、14日（水）、18日（日）、21日（水）、
25日（日）、28日（水）

青森労災病院医師の診療日

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時～

９月９日（水）、23日（水）

泌尿器科 要予約
診療　13時～

９月８日（火）、14日（月）、28日（月）

９月９日は「救急の日」です
救命の連鎖

（１）心停止の予防
　初期症状に早く気づくことで、突然の心停
　止を予防

（２）早期認識と通報
　突然倒れた・反応がない人をみたら大声で

周囲の人に知らせ、119 番通報と AED の手配
（３）一時救命処置
　心肺蘇生法と AED の使用によって、止まっ
　てしまった心臓と呼吸の動きを助ける

（４）二次救命処置と心拍再開後の集中治療
　救急救命士や医師が、薬や器具を使用して
　心臓の動きを取り戻すことを目指す
▶心肺蘇生法を学べる救急教室が開催可能で

す。下記の消防署までご相談ください。
問合せ
　三戸消防署名川分署　　☎ 0178-76-2416
　三戸消防署福地分遣所　☎ 0178-84-2103

広告

　下記イベントについては、新型コロナウイルスの感染
予防のため、中止となりました。

イベント名 予定していた日程
町民運動会 10 月４日（日）

歩け歩け運動大会 10 月 25 日（日）
南部町駅伝競走大会 11 月 1日（日）
なんぶりんご市 12 月上旬

転倒・寝たきり予防教室
（町内３地区）

９月～令和３年３月

南部ふるさと塾 10 月～令和３年３月

23 ９月号

第 61号
発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-84-2124

あ ら ま し
▽ ６月定例会の主な議案　（24 ㌻～ 26 ㌻）
▽ 議案に対する主な質疑　（26 ㌻）
▽ 一般質問
 ⇒ 統合庁舎の開庁に向けた、組織改革への取り組みは。
 　 健康福祉課の業務を精査し、機構改革する考えは。（27 ㌻）
 ⇒ 町の課題解決へ、地域おこし協力隊に期待する活動は。（28 ㌻）
 ⇒ コロナ禍に対する考え方や気構えについて。今後心配される国難につい

ては。（29 ㌻）
▽ ７月臨時会の主な議案など　（30 ㌻～ 31 ㌻）

　７月９日、議員は、青森市（リンクモア平安閣市民ホール）で開催された県下町村議会議員研修会に参加しま
した。
　研修会では、政治評論家の有馬晴海氏が講師として招かれ、「これからの政局・政治展望」と題した講演を行
いました。有馬氏は、東京都知事選から見える国政選挙の動きや、解散総選挙の時期の考察について、自己の保
有する情報や経験を踏まえた分析を述べ、議員は興味深く耳を傾けました。

県下町村議会議員研修会の様子県下町村議会議員研修会の様子
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23 ９月号

第 61号
発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-84-2124

あ ら ま し
▽ ６月定例会の主な議案　（24 ㌻～ 26 ㌻）
▽ 議案に対する主な質疑　（26 ㌻）
▽ 一般質問
 ⇒ 統合庁舎の開庁に向けた、組織改革への取り組みは。
 　 健康福祉課の業務を精査し、機構改革する考えは。（27 ㌻）
 ⇒ 町の課題解決へ、地域おこし協力隊に期待する活動は。（28 ㌻）
 ⇒ コロナ禍に対する考え方や気構えについて。今後心配される国難につい

ては。（29 ㌻）
▽ ７月臨時会の主な議案など　（30 ㌻～ 31 ㌻）

　７月９日、議員は、青森市（リンクモア平安閣市民ホール）で開催された県下町村議会議員研修会に参加しま
した。
　研修会では、政治評論家の有馬晴海氏が講師として招かれ、「これからの政局・政治展望」と題した講演を行
いました。有馬氏は、東京都知事選から見える国政選挙の動きや、解散総選挙の時期の考察について、自己の保
有する情報や経験を踏まえた分析を述べ、議員は興味深く耳を傾けました。

県下町村議会議員研修会の様子県下町村議会議員研修会の様子
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◎ 主な議案（第95回定例会）◎ 主な議案（第95回定例会）

24９月号25 ９月号

第
95
回
南
部
町
議
会
定
例
会

農
畜
産
業
先
行
型
持
続
化
給
付
金
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

第
95
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、財
産
の
取
得
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
３
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

新庁舎の北側に建設する車庫および倉庫の外観イメージ新庁舎の北側に建設する車庫および倉庫の外観イメージ

統合庁舎連絡道路整備事業 8618万4千円 5418万4千円
 地域密着型施設整備事業 3840万円 3840万円
 葬祭場整備事業 9769万7千円 5740万３千円
 観光ＰＲ動画製作事業 330万円 165万円
 ウオータースライダー塔改修事業 2126万３千円 2126万３千円
 町道整備事業 ２億566万2千円 1億8400万円
 農地等災害復旧事業 2467万円 2467万円

事　業　名 事　業　費 令和２年度繰越額

６
月
５
日
〜
６
月
９
日

主
な
議
案

条

　例

予

　算

専
決
処
分

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
な
ど
を
支

援
す
る
た
め
、
主
た
る
生

計
維
持
者
の
収
入
減
少
割

合
に
応
じ
、
国
民
健
康
保

険
税
を
減
免
す
る
規
定
を

設
け
る
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
情
報
通
信
技
術
の
活
用

に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係

る
関
係
者
の
利
便
性
の
向

上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡

素
化
及
び
効
率
化
を
図
る

た
め
の
行
政
手
続
等
に
お

け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律（
通

称
：
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
）

の
施
行
に
伴
い
、
個
人
番

号
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、通
知
カ
ー

ド
の
再
発
行
手
数
料
を
削

除
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特

契

　約

↙
専
決
処
分
の
つ
づ
き

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

▽
　
　
令
和
元
年
度
の
事
業

の
う
ち
、
年
度
内
に
そ
の

支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込

み
で
あ
る
も
の
を
、
議
会

の
議
決
を
経
て
令
和
２
年

度
に
繰
り
越
す
も
の
。
主

な
事
業
は
左
表
の
と
お
り
。

■
令
和
元
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

▽
　
公
共
下
水
道
整
備
事
業

の
一
部
２
８
８
８
万
円
を

令
和
２
年
度
に
繰
り
越
す

る
も
の
。

■
一
般
財
団
法
人
南
部
町
健

康
増
進
公
社
の
経
営
状
況

▽
　
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
南
部
町
健
康
増
進

公
社
（
バ
ー
デ
パ
ー
ク
）

の
経
営
状
況
の
報
告
を

行
っ
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
４
億
１
２
３
４
万
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

５
８
億
１
０
２
５
万
６
千

円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経

済
対
策
第
３
弾
「
農
畜
産

業
先
行
型
持
続
化
給
付
金
」

と
し
て
２
億
５
６
７
１
万

円
、
町
内
小
中
学
校
へ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
費
や

児
童
生
徒
教
職
員
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
購
入
経
費
と

し
て
１
億
２
９
４
０
万
８

千
円
な
ど
。

■
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

▽
　
国
民
健
康
保
険
業
務
に

係
る
事
務
処
理
標
準
シ
ス

テ
ム
の
導
入
経
費
な
ど
と

し
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
８
４
９
万
８
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
23
億

７
２
６
９
万
２
千
円
と
し

た
。

■
令
和
２
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
受
入
体
制
整

備
の
た
め
、
人
工
呼
吸
器

２
台
や
簡
易
病
室
２
棟
な

ど
の
購
入
費
と
し
て
、
資

本
的
収
入
お
よ
び
資
本
的

支
出
予
定
額
の
総
額
に
２

０
８
６
万
円
を
追
加
し
、

資
本
的
収
入
予
定
額
の
総

額
を
２
億
６
４
６
５
万
８

千
円
、
資
本
的
支
出
予
定

額
の
総
額
を
２
億
９
１
７

９
万
３
千
円
と
し
た
。

■
令
和
２
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽
　
県
道
櫛
引
上
名
久
井
三

戸
線
（
埖
渡
工
区
）
改
良

工
事
に
伴
う
排
水
管
移
設

に
係
る
測
量
設
計
業
務
の

委
託
料
と
し
て
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
２
５
０

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

２
億
６
５
５
０
万
円
と
し

た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
新
庁
舎
車
庫
・
倉
庫
建
設

工
事
）

▽
　
新
庁
舎
車
庫
お
よ
び
倉

庫
建
設
工
事
の
た
め
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。
工
期
は
、
令
和
３

年
３
月
25
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

１
億
８
４
８
０
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
新
庁
舎
外
構
整
備
１
号
工

事
）

▽
　
新
庁
舎
南
側
を
主
と
し

た
外
構
工
事
の
た
め
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。
工
期
は
、
令
和
３

年
３
月
25
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

１
億
６
７
２
０
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　
工
藤
建
設
工
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
磯
島
忠

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
新
庁
舎
外
構
整
備
２
号
工

事
）

▽
　
新
庁
舎
北
側
を
主
と
し

た
外
構
工
事
の
た
め
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。
工
期
は
、
令
和
３

年
３
月
25
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

１
億
１
５
４
８
万
８
７
２

９
円

【
契
約
の
相
手
】

　
助
川
建
設
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
助
川
岩
雄

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
昼
ノ
前
・
名
久
井
小
学
校

線
道
路
改
良
舗
装
工
事
）

▽
　
新
庁
舎
西
側
の
道
路
改

良
舗
装
工
事
の
た
め
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。
工
期
は
、
令
和
２

年
12
月
18
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

４
８
０
３
万
３
９
２
０
円

【
契
約
の
相
手
】

　
株
式
会
社
四
戸
興
業

　
代
表
取
締
役
　
四
戸
肇

定
地
域
型
保
育
事
業
者
な

ど
が
連
携
協
力
を
行
う
施

設
の
確
保
を
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
規
定
を
新
た
に

加
え
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

家
庭
的
保
育
事
業
者
な
ど

が
連
携
協
力
を
行
う
施
設

の
確
保
を
し
な
い
こ
と
が

で
き
る
規
定
を
加
え
る
ほ

か
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
に
お
け
る
保
育
提
供
の

条
件
を
拡
大
す
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支

援
員
の
認
定
資
格
に
係
る

研
修
を
拡
大
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
に
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
る
軽
減
強
化
を
完
全

実
施
す
る
た
め
、
第
１
号

被
保
険
者
の
保
険
料
区
分

第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階

ま
で
の
軽
減
割
合
を
増
加

さ
せ
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し

た
被
保
険
者
な
ど
を
支
援

す
る
た
め
、
主
た
る
生
計

維
持
者
の
収
入
減
少
割
合

に
応
じ
た
減
免
規
定
を
設

け
る
な
ど
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
南
部
町
営
地
方
卸
売
市
場

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
卸
売
市
場
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
青
森
県
地
方

卸
売
市
場
条
例
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
青
森
県

地
方
卸
売
市
場
条
例
に
関

す
る
文
言
を
削
除
す
る
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和

解
▽
　
令
和
２
年
３
月
20
日
に

発
生
し
た
物
損
事
故
に
つ

い
て
、
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
和
解
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

　（
昼
ノ
前
・
名
久
井
小
学
校

線
道
路
改
良
工
事
）

▽
　
水
道
管
の
布
設
替
え
や
、

埋
設
物
の
撤
去
お
よ
び
処

分
な
ど
に
よ
る
工
事
費
の

増
額
の
た
め
、
請
負
代
金

８
２
０
７
万
９
８
０
０
円

に
、
３
９
１
万
８
２
０
０

円
を
追
加
す
る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
】

　
株
式
会
社
四
戸
興
業

　
代
表
取
締
役
　
四
戸
肇

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
継

続
費
繰
越
計
算
書

▽
　
統
合
庁
舎
建
設
事
業
の

一
部
５
億
４
９
９
５
万
１

千
円
を
令
和
２
年
度
に
繰

り
越
す
も
の
。
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◎ 主な議案（第95回定例会）◎ 主な議案（第95回定例会）

24９月号25 ９月号

第
95
回
南
部
町
議
会
定
例
会

農
畜
産
業
先
行
型
持
続
化
給
付
金
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

第
95
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、財
産
の
取
得
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
３
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

新庁舎の北側に建設する車庫および倉庫の外観イメージ新庁舎の北側に建設する車庫および倉庫の外観イメージ

統合庁舎連絡道路整備事業 8618万4千円 5418万4千円
 地域密着型施設整備事業 3840万円 3840万円
 葬祭場整備事業 9769万7千円 5740万３千円
 観光ＰＲ動画製作事業 330万円 165万円
 ウオータースライダー塔改修事業 2126万３千円 2126万３千円
 町道整備事業 ２億566万2千円 1億8400万円
 農地等災害復旧事業 2467万円 2467万円

事　業　名 事　業　費 令和２年度繰越額

６
月
５
日
〜
６
月
９
日

主
な
議
案

条

　例

予

　算

専
決
処
分

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
な
ど
を
支

援
す
る
た
め
、
主
た
る
生

計
維
持
者
の
収
入
減
少
割

合
に
応
じ
、
国
民
健
康
保

険
税
を
減
免
す
る
規
定
を

設
け
る
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
情
報
通
信
技
術
の
活
用

に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係

る
関
係
者
の
利
便
性
の
向

上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡

素
化
及
び
効
率
化
を
図
る

た
め
の
行
政
手
続
等
に
お

け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律（
通

称
：
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
）

の
施
行
に
伴
い
、
個
人
番

号
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、通
知
カ
ー

ド
の
再
発
行
手
数
料
を
削

除
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特

契

　約

↙
専
決
処
分
の
つ
づ
き

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

▽
　
　
令
和
元
年
度
の
事
業

の
う
ち
、
年
度
内
に
そ
の

支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込

み
で
あ
る
も
の
を
、
議
会

の
議
決
を
経
て
令
和
２
年

度
に
繰
り
越
す
も
の
。
主

な
事
業
は
左
表
の
と
お
り
。

■
令
和
元
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

▽
　
公
共
下
水
道
整
備
事
業

の
一
部
２
８
８
８
万
円
を

令
和
２
年
度
に
繰
り
越
す

る
も
の
。

■
一
般
財
団
法
人
南
部
町
健

康
増
進
公
社
の
経
営
状
況

▽
　
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
南
部
町
健
康
増
進

公
社
（
バ
ー
デ
パ
ー
ク
）

の
経
営
状
況
の
報
告
を

行
っ
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
４
億
１
２
３
４
万
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

５
８
億
１
０
２
５
万
６
千

円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経

済
対
策
第
３
弾
「
農
畜
産

業
先
行
型
持
続
化
給
付
金
」

と
し
て
２
億
５
６
７
１
万

円
、
町
内
小
中
学
校
へ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
費
や

児
童
生
徒
教
職
員
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
購
入
経
費
と

し
て
１
億
２
９
４
０
万
８

千
円
な
ど
。

■
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

▽
　
国
民
健
康
保
険
業
務
に

係
る
事
務
処
理
標
準
シ
ス

テ
ム
の
導
入
経
費
な
ど
と

し
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
８
４
９
万
８
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
23
億

７
２
６
９
万
２
千
円
と
し

た
。

■
令
和
２
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
受
入
体
制
整

備
の
た
め
、
人
工
呼
吸
器

２
台
や
簡
易
病
室
２
棟
な

ど
の
購
入
費
と
し
て
、
資

本
的
収
入
お
よ
び
資
本
的

支
出
予
定
額
の
総
額
に
２

０
８
６
万
円
を
追
加
し
、

資
本
的
収
入
予
定
額
の
総

額
を
２
億
６
４
６
５
万
８

千
円
、
資
本
的
支
出
予
定

額
の
総
額
を
２
億
９
１
７

９
万
３
千
円
と
し
た
。

■
令
和
２
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽
　
県
道
櫛
引
上
名
久
井
三

戸
線
（
埖
渡
工
区
）
改
良

工
事
に
伴
う
排
水
管
移
設

に
係
る
測
量
設
計
業
務
の

委
託
料
と
し
て
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
２
５
０

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

２
億
６
５
５
０
万
円
と
し

た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
新
庁
舎
車
庫
・
倉
庫
建
設

工
事
）

▽
　
新
庁
舎
車
庫
お
よ
び
倉

庫
建
設
工
事
の
た
め
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。
工
期
は
、
令
和
３

年
３
月
25
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

１
億
８
４
８
０
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
新
庁
舎
外
構
整
備
１
号
工

事
）

▽
　
新
庁
舎
南
側
を
主
と
し

た
外
構
工
事
の
た
め
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。
工
期
は
、
令
和
３

年
３
月
25
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

１
億
６
７
２
０
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　
工
藤
建
設
工
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
磯
島
忠

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
新
庁
舎
外
構
整
備
２
号
工

事
）

▽
　
新
庁
舎
北
側
を
主
と
し

た
外
構
工
事
の
た
め
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。
工
期
は
、
令
和
３

年
３
月
25
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

１
億
１
５
４
８
万
８
７
２

９
円

【
契
約
の
相
手
】

　
助
川
建
設
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
助
川
岩
雄

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
昼
ノ
前
・
名
久
井
小
学
校

線
道
路
改
良
舗
装
工
事
）

▽
　
新
庁
舎
西
側
の
道
路
改

良
舗
装
工
事
の
た
め
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。
工
期
は
、
令
和
２

年
12
月
18
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

４
８
０
３
万
３
９
２
０
円

【
契
約
の
相
手
】

　
株
式
会
社
四
戸
興
業

　
代
表
取
締
役
　
四
戸
肇

定
地
域
型
保
育
事
業
者
な

ど
が
連
携
協
力
を
行
う
施

設
の
確
保
を
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
規
定
を
新
た
に

加
え
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

家
庭
的
保
育
事
業
者
な
ど

が
連
携
協
力
を
行
う
施
設

の
確
保
を
し
な
い
こ
と
が

で
き
る
規
定
を
加
え
る
ほ

か
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
に
お
け
る
保
育
提
供
の

条
件
を
拡
大
す
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支

援
員
の
認
定
資
格
に
係
る

研
修
を
拡
大
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
に
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
る
軽
減
強
化
を
完
全

実
施
す
る
た
め
、
第
１
号

被
保
険
者
の
保
険
料
区
分

第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階

ま
で
の
軽
減
割
合
を
増
加

さ
せ
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し

た
被
保
険
者
な
ど
を
支
援

す
る
た
め
、
主
た
る
生
計

維
持
者
の
収
入
減
少
割
合

に
応
じ
た
減
免
規
定
を
設

け
る
な
ど
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
南
部
町
営
地
方
卸
売
市
場

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
卸
売
市
場
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
青
森
県
地
方

卸
売
市
場
条
例
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
青
森
県

地
方
卸
売
市
場
条
例
に
関

す
る
文
言
を
削
除
す
る
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和

解
▽
　
令
和
２
年
３
月
20
日
に

発
生
し
た
物
損
事
故
に
つ

い
て
、
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
和
解
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

　（
昼
ノ
前
・
名
久
井
小
学
校

線
道
路
改
良
工
事
）

▽
　
水
道
管
の
布
設
替
え
や
、

埋
設
物
の
撤
去
お
よ
び
処

分
な
ど
に
よ
る
工
事
費
の

増
額
の
た
め
、
請
負
代
金

８
２
０
７
万
９
８
０
０
円

に
、
３
９
１
万
８
２
０
０

円
を
追
加
す
る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
】

　
株
式
会
社
四
戸
興
業

　
代
表
取
締
役
　
四
戸
肇

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
継

続
費
繰
越
計
算
書

▽
　
統
合
庁
舎
建
設
事
業
の

一
部
５
億
４
９
９
５
万
１

千
円
を
令
和
２
年
度
に
繰

り
越
す
も
の
。
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◎ 主な議案（第95回定例会）、議案に対する主な質疑◎ 一　般　質　問

26９月号27 ９月号

埖渡研修館。現在は複合施設建設工事のため解体されている。埖渡研修館。現在は複合施設建設工事のため解体されている。

新たに導入したカラー
インクジェット複合機
新たに導入したカラー
インクジェット複合機

統合庁舎１階の内観イメージ統合庁舎１階の内観イメージ

健康福祉課が実施している
子育て支援事業の様子
健康福祉課が実施している
子育て支援事業の様子

陳

　情

陳

　情

↙
契
約
の
つ
づ
き

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
埖
渡
消
防
拠
点
施
設
建
設

工
事
）

▽
　
福
地
第
８
分
団
（
埖
渡

地
区
）
の
消
防
拠
点
施
設

と
集
会
所
の
複
合
施
設
建

設
の
た
め
、
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
。
工

期
は
、
令
和
２
年
12
月
10

日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

５
１
０
２
万
４
６
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】

　
有
限
会
社
西
塚
建
設
工
業

　
代
表
取
締
役
　
西
塚
義
美

■
財
産
の
取
得

　（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

▽
　
南
部
第
11
分
団
（
二
又

地
区
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
更
新
し
、
配
備
す

る
た
め
、
購
入
す
る
も
の
。

　
　
購
入
す
る
車
両
は
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ―

Ⅰ
型
、
納
入
期
限
は
、
令

和
３
年
３
月
19
日
。

【
売
買
代
金
】

２
９
７
０
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　
互
光
産
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
梅
内
利
哉

■
財
産
の
取
得

　（
カ
ラ
ー
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

複
合
機
）

▽
　
業
務
効
率
化
を
図
る
た

め
、
印
刷
コ
ス
ト
が
安
価

で
高
速
印
刷
が
可
能
な
カ

ラ
ー
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
複

合
機
２
台
を
購
入
す
る
も

の
。
納
入
期
限
は
、
令
和

２
年
９
月
30
日
。

【
売
買
代
金
】

８
５
８
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　
株
式
会
社
金
入

　
代
表
取
締
役
　
金
入
忠
清

■
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

見
直
し
を
求
め
る
陳
情

【
陳
情
者
】

　
　
青
森
県
平
和
委
員
会
　

代
表
　
阿
部
喜
美
子

【
陳
情
趣
旨
】

　
　
日
米
地
位
協
定
は
、
１

９
６
０
年
に
結
ば
れ
て
か

ら
改
正
さ
れ
て
お
ら
ず
、

米
軍
に
よ
る
事
故
や
事
件

が
繰
り
返
し
お
き
て
い
る
。

　
　
訓
練
時
の
高
度
制
限
や

時
間
制
限
を
強
化
す
る
な

ど
、
日
米
地
位
協
定
の
抜

本
的
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
対
し
て
提
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▽
　
小
中
学
校
で
は
７
月
末

ま
で
授
業
を
や
る
が
、
暑

さ
対
策
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

中
舘
文
雄
議
員

【
学
務
課
長
】

　
　
令
和
元
年
度
に
各
学
校

へ
扇
風
機
を
設
置
し
て
い

る
。
ま
た
、
冷
風
機
を
備

え
て
い
る
の
で
、
併
せ
て

活
用
し
て
い
く
。
各
学
校

長
へ
熱
中
症
対
策
を
講
じ

る
よ
う
通
達
し
て
い
る
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▽
　
農
畜
産
業
先
行
型
持
続

化
給
付
金
の
対
象
者
数
は
。

西
野
耕
太
郎
議
員

【
農
林
課
長
】

　
　
農
業
者
１
２
７
３
名
、

畜
産
農
業
者
７
名
の
合
計

１
２
８
０
名
へ
給
付
を
予

定
し
て
い
る
。

■
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地

域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新

設
を
求
め
る
陳
情

【
陳
情
者
】

　
　
青
森
県
医
療
労
働
組
合

連
合
会
　
執
行
委
員
長
　

山
本
陽
子

【
陳
情
趣
旨
】

　
　
看
護
師
の
賃
金
は
、
働

く
地
域
に
よ
っ
て
、
同
じ

資
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
格

差
が
生
じ
て
い
る
。

　
　
看
護
師
の
賃
金
の
底
上

げ
を
は
か
り
、
安
全
・
安

心
の
医
療
、
看
護
体
制
を

確
保
す
る
た
め
、
全
国
を

適
用
対
象
と
し
た
看
護
師

の
最
低
賃
金
の
新
設
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
対
し

て
提
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

▽
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

■
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適

用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃

の
新
設
を
求
め
る
陳
情

【
陳
情
者
】

　
　
青
森
県
医
療
労
働
組
合

連
合
会
　
執
行
委
員
長
　

山
本
陽
子

【
陳
情
趣
旨
】

　
　
全
国
労
働
組
合
総
連
合

が
実
施
し
た
「
介
護
労
働

実
態
調
査（
２
０
１
９
年
）」

で
は
、
介
護
従
事
者
の
賃

金
は
、
他
の
産
業
労
働
者

よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
介
護
従
事
者
の
賃
金
の

底
上
げ
を
は
か
り
、
安
全
・

安
心
の
介
護
体
制
を
確
保

す
る
た
め
、
全
国
を
適
用

対
象
と
し
た
介
護
従
事
者

の
最
低
賃
金
の
新
設
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
対
し

て
提
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

▽
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽
　
総
務
企
画
お
よ
び
産
業

建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
３
つ
の
陳
情

に
つ
い
て
、
事
件
の
重
要

性
に
鑑
み
、
な
お
慎
重
に

審
査
を
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、「
継
続
審
査
」
と
す

る
審
査
結
果
を
報
告
。

▽
　
本
会
議
に
お
い
て
、
委

員
会
の
審
査
結
果
の
と
お

り
全
会
一
致
で
「
継
続
審

査
」
と
し
た
。

主
な
質
疑

質
　
問
　
南
部
町
が
誕
生
し

て
か
ら
15
年
に
わ
た
り
分
庁

舎
方
式
で
業
務
を
行
っ
て
き

た
。
統
合
庁
舎
で
の
業
務
が
、

今
日
ま
で
の
課
題
が
改
善
さ

れ
、
新
し
い
職
場
環
境
で
職

員
が
職
務
に
精
励
し
て
い
る

姿
を
期
待
し
、
次
の
質
問
を

す
る
。

①
各
種
課
題
に
対
し
、
検
討

委
員
会
の
設
置
な
ど
、
ど
の

町
長
答
弁

①
平
成
30
年
４

月
、
人
口
減
少
対
策
を
効
果

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

交
流
推
進
課
を
新
設
し
た
。

各
種
交
流
事
業
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
ほ
か
、チ
ェ
リ
ー

タ
ウ
ン
桜
場
の
分
譲
事
業
な

ど
、
移
住
・
定
住
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
特
別
定
額
給
付

金
の
支
給
の
た
め
、
５
月
１

日
付
で
特
別
定
額
給
付
金
対

策
室
を
設
置
し
、
迅
速
な
支

給
事
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。

中舘　文雄 議員

　
　統
合
庁
舎

　
　開
庁
を
契

機
に
、
各
種
課

題
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

答

　
　統
合
庁
舎

　
　の
開
庁
に

向
け
た
、
組
織

改
革
へ
の
取
り

組
み
は
。

問

　
日
々
刻
々
と
変
化
す
る
社

会
経
済
情
勢
や
そ
の
時
々
の

行
政
課
題
、
行
政
需
要
に
柔

軟
に
対
応
す
る
た
め
、
常
に

組
織
の
見
直
し
を
含
め
て
検

討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

統
合
庁
舎
の
開
庁
を
契
機
と

し
、
各
種
課
題
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

②
本
庁
舎
お
よ
び
南
部
分
庁

舎
の
窓
口
業
務
は
残
し
、
利

便
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
。
剣
吉
支

所
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
業

務
を
継
続
し
て
い
く
。

③
あ
い
さ
つ
を
徹
底
し
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
接
遇
能

力
を
向
上
す
る
こ
と
で
、
町

民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

町
民
の
た
め
に
仕
事
を
す
る

た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
土
台
の
上
に
、

職
務
遂
行
に
必
要
な
知
識
や

技
術
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
ら
れ
る
能
力
な
ど

が
備
わ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
各
種
研
修
や
人
事
評
価
を

　
　健
康
福
祉

　
　課
の
業
務

を
精
査
し
、
機

構
改
革
す
る
考

え
は
。

問質
　
問
　
健
康
福
祉
課
の
業

　
　統
合
庁
舎

　
　開
庁
を
契

機
に
検
討
し
て

い
く
。

答町
長
答
弁

町
で
は
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
各
分
野
の
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
的
、
一
体
的
に

提
供
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分

野
の
連
携
が
早
け
れ
ば
早
い

ほ
ど
効
果
が
一
層
高
く
な
る

も
の
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
内
に
健

康
福
祉
課
を
設
置
し
、
１
課

制
で
業
務
を
推
進
し
て
い
る
。

　
状
況
の
変
化
に
対
応
し
、

よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
統
合
庁
舎
の
開
庁

を
契
機
と
す
る
見
直
し
に
合

わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一

　般

　質

　問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
。

②
福
地
地
区
、
南
部
地
区
の

窓
口
業
務
の
運
営
に
、
支
所

制
度
の
設
置
な
ど
の
考
え
は
。

③
職
員
の
職
務
へ
の
気
構
え

の
改
善
も
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

④
基
本
的
に
は
現
在
の
組
織

構
成
を
中
心
に
配
置
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
機
会

通
じ
て
人
材
育
成
に
努
め
、

統
合
庁
舎
建
設
の
基
本
理
念

で
あ
る「
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
　
高
齢

者
か
ら
子
ど
も
ま
で
誰
も
が

安
心
し
て
集
う
　
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
」
を
具
現
化
し
て

い
く
。

④
組
織
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、

職
務
分
担
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

に
各
課
の
職
務
分
担
の
見
直

し
な
ど
を
す
る
考
え
は
。

務
内
容
を
精
査
し
、
組
織
改

正
に
よ
り
２
課
制
に
し
て
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

検
討
す
る
考
え
は
。
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26９月号27 ９月号

埖渡研修館。現在は複合施設建設工事のため解体されている。埖渡研修館。現在は複合施設建設工事のため解体されている。

新たに導入したカラー
インクジェット複合機
新たに導入したカラー
インクジェット複合機

統合庁舎１階の内観イメージ統合庁舎１階の内観イメージ

健康福祉課が実施している
子育て支援事業の様子
健康福祉課が実施している
子育て支援事業の様子

陳

　情

↙
契
約
の
つ
づ
き

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
埖
渡
消
防
拠
点
施
設
建
設

工
事
）

▽
　
福
地
第
８
分
団
（
埖
渡

地
区
）
の
消
防
拠
点
施
設

と
集
会
所
の
複
合
施
設
建

設
の
た
め
、
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
。
工

期
は
、
令
和
２
年
12
月
10

日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

５
１
０
２
万
４
６
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】

　
有
限
会
社
西
塚
建
設
工
業

　
代
表
取
締
役
　
西
塚
義
美

■
財
産
の
取
得

　（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

▽
　
南
部
第
11
分
団
（
二
又

地
区
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
更
新
し
、
配
備
す

る
た
め
、
購
入
す
る
も
の
。

　
　
購
入
す
る
車
両
は
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ―

Ⅰ
型
、
納
入
期
限
は
、
令

和
３
年
３
月
19
日
。

【
売
買
代
金
】

２
９
７
０
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　
互
光
産
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
梅
内
利
哉

■
財
産
の
取
得

　（
カ
ラ
ー
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

複
合
機
）

▽
　
業
務
効
率
化
を
図
る
た

め
、
印
刷
コ
ス
ト
が
安
価

で
高
速
印
刷
が
可
能
な
カ

ラ
ー
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
複

合
機
２
台
を
購
入
す
る
も

の
。
納
入
期
限
は
、
令
和

２
年
９
月
30
日
。

【
売
買
代
金
】

８
５
８
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　
株
式
会
社
金
入

　
代
表
取
締
役
　
金
入
忠
清

■
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

見
直
し
を
求
め
る
陳
情

【
陳
情
者
】

　
　
青
森
県
平
和
委
員
会
　

代
表
　
阿
部
喜
美
子

【
陳
情
趣
旨
】

　
　
日
米
地
位
協
定
は
、
１

９
６
０
年
に
結
ば
れ
て
か

ら
改
正
さ
れ
て
お
ら
ず
、

米
軍
に
よ
る
事
故
や
事
件

が
繰
り
返
し
お
き
て
い
る
。

　
　
訓
練
時
の
高
度
制
限
や

時
間
制
限
を
強
化
す
る
な

ど
、
日
米
地
位
協
定
の
抜

本
的
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
対
し
て
提
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▽
　
小
中
学
校
で
は
７
月
末

ま
で
授
業
を
や
る
が
、
暑

さ
対
策
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

中
舘
文
雄
議
員

【
学
務
課
長
】

　
　
令
和
元
年
度
に
各
学
校

へ
扇
風
機
を
設
置
し
て
い

る
。
ま
た
、
冷
風
機
を
備

え
て
い
る
の
で
、
併
せ
て

活
用
し
て
い
く
。
各
学
校

長
へ
熱
中
症
対
策
を
講
じ

る
よ
う
通
達
し
て
い
る
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▽
　
農
畜
産
業
先
行
型
持
続

化
給
付
金
の
対
象
者
数
は
。

西
野
耕
太
郎
議
員

【
農
林
課
長
】

　
　
農
業
者
１
２
７
３
名
、

畜
産
農
業
者
７
名
の
合
計

１
２
８
０
名
へ
給
付
を
予

定
し
て
い
る
。

■
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地

域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新

設
を
求
め
る
陳
情

【
陳
情
者
】

　
　
青
森
県
医
療
労
働
組
合

連
合
会
　
執
行
委
員
長
　

山
本
陽
子

【
陳
情
趣
旨
】

　
　
看
護
師
の
賃
金
は
、
働

く
地
域
に
よ
っ
て
、
同
じ

資
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
格

差
が
生
じ
て
い
る
。

　
　
看
護
師
の
賃
金
の
底
上

げ
を
は
か
り
、
安
全
・
安

心
の
医
療
、
看
護
体
制
を

確
保
す
る
た
め
、
全
国
を

適
用
対
象
と
し
た
看
護
師

の
最
低
賃
金
の
新
設
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
対
し

て
提
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

▽
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

■
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適

用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃

の
新
設
を
求
め
る
陳
情

【
陳
情
者
】

　
　
青
森
県
医
療
労
働
組
合

連
合
会
　
執
行
委
員
長
　

山
本
陽
子

【
陳
情
趣
旨
】

　
　
全
国
労
働
組
合
総
連
合

が
実
施
し
た
「
介
護
労
働

実
態
調
査（
２
０
１
９
年
）」

で
は
、
介
護
従
事
者
の
賃

金
は
、
他
の
産
業
労
働
者

よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
介
護
従
事
者
の
賃
金
の

底
上
げ
を
は
か
り
、
安
全
・

安
心
の
介
護
体
制
を
確
保

す
る
た
め
、
全
国
を
適
用

対
象
と
し
た
介
護
従
事
者

の
最
低
賃
金
の
新
設
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
対
し

て
提
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

▽
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽
　
総
務
企
画
お
よ
び
産
業

建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
３
つ
の
陳
情

に
つ
い
て
、
事
件
の
重
要

性
に
鑑
み
、
な
お
慎
重
に

審
査
を
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、「
継
続
審
査
」
と
す

る
審
査
結
果
を
報
告
。

▽
　
本
会
議
に
お
い
て
、
委

員
会
の
審
査
結
果
の
と
お

り
全
会
一
致
で
「
継
続
審

査
」
と
し
た
。

主
な
質
疑

質
　
問
　
南
部
町
が
誕
生
し

て
か
ら
15
年
に
わ
た
り
分
庁

舎
方
式
で
業
務
を
行
っ
て
き

た
。
統
合
庁
舎
で
の
業
務
が
、

今
日
ま
で
の
課
題
が
改
善
さ

れ
、
新
し
い
職
場
環
境
で
職

員
が
職
務
に
精
励
し
て
い
る

姿
を
期
待
し
、
次
の
質
問
を

す
る
。

①
各
種
課
題
に
対
し
、
検
討

委
員
会
の
設
置
な
ど
、
ど
の

町
長
答
弁

①
平
成
30
年
４

月
、
人
口
減
少
対
策
を
効
果

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

交
流
推
進
課
を
新
設
し
た
。

各
種
交
流
事
業
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
ほ
か
、チ
ェ
リ
ー

タ
ウ
ン
桜
場
の
分
譲
事
業
な

ど
、
移
住
・
定
住
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
特
別
定
額
給
付

金
の
支
給
の
た
め
、
５
月
１

日
付
で
特
別
定
額
給
付
金
対

策
室
を
設
置
し
、
迅
速
な
支

給
事
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。

中舘　文雄 議員

　
　統
合
庁
舎

　
　開
庁
を
契

機
に
、
各
種
課

題
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

答

　
　統
合
庁
舎

　
　の
開
庁
に

向
け
た
、
組
織

改
革
へ
の
取
り

組
み
は
。

問

　
日
々
刻
々
と
変
化
す
る
社

会
経
済
情
勢
や
そ
の
時
々
の

行
政
課
題
、
行
政
需
要
に
柔

軟
に
対
応
す
る
た
め
、
常
に

組
織
の
見
直
し
を
含
め
て
検

討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

統
合
庁
舎
の
開
庁
を
契
機
と

し
、
各
種
課
題
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

②
本
庁
舎
お
よ
び
南
部
分
庁

舎
の
窓
口
業
務
は
残
し
、
利

便
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
。
剣
吉
支

所
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
業

務
を
継
続
し
て
い
く
。

③
あ
い
さ
つ
を
徹
底
し
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
接
遇
能

力
を
向
上
す
る
こ
と
で
、
町

民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

町
民
の
た
め
に
仕
事
を
す
る

た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
土
台
の
上
に
、

職
務
遂
行
に
必
要
な
知
識
や

技
術
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
ら
れ
る
能
力
な
ど

が
備
わ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
各
種
研
修
や
人
事
評
価
を

　
　健
康
福
祉

　
　課
の
業
務

を
精
査
し
、
機

構
改
革
す
る
考

え
は
。

問質
　
問
　
健
康
福
祉
課
の
業

　
　統
合
庁
舎

　
　開
庁
を
契

機
に
検
討
し
て

い
く
。

答町
長
答
弁

町
で
は
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
各
分
野
の
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
的
、
一
体
的
に

提
供
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分

野
の
連
携
が
早
け
れ
ば
早
い

ほ
ど
効
果
が
一
層
高
く
な
る

も
の
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
内
に
健

康
福
祉
課
を
設
置
し
、
１
課

制
で
業
務
を
推
進
し
て
い
る
。

　
状
況
の
変
化
に
対
応
し
、

よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
統
合
庁
舎
の
開
庁

を
契
機
と
す
る
見
直
し
に
合

わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一

　般

　質

　問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
。

②
福
地
地
区
、
南
部
地
区
の

窓
口
業
務
の
運
営
に
、
支
所

制
度
の
設
置
な
ど
の
考
え
は
。

③
職
員
の
職
務
へ
の
気
構
え

の
改
善
も
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

④
基
本
的
に
は
現
在
の
組
織

構
成
を
中
心
に
配
置
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
機
会

通
じ
て
人
材
育
成
に
努
め
、

統
合
庁
舎
建
設
の
基
本
理
念

で
あ
る「
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
　
高
齢

者
か
ら
子
ど
も
ま
で
誰
も
が

安
心
し
て
集
う
　
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
」
を
具
現
化
し
て

い
く
。

④
組
織
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、

職
務
分
担
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

に
各
課
の
職
務
分
担
の
見
直

し
な
ど
を
す
る
考
え
は
。

務
内
容
を
精
査
し
、
組
織
改

正
に
よ
り
２
課
制
に
し
て
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

検
討
す
る
考
え
は
。
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工藤　愛 議員

質
　問
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
が
一
定
の
成
果
を

挙
げ
る
た
め
に
は
、
協
力
隊

員
、
行
政
、
地
域
が
同
じ
課

題
意
識
を
持
っ
て
解
決
に
向

け
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

　今
年
度
採
用
さ
れ
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容

は
、「
外
国
人
へ
の
日
本
語
教

室
の
運
営
活
動
」、「
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
で
の
ソ
フ
ト
事

業
の
支
援
・
構
築
活
動
」、「
異

文
化
交
流
の
支
援
」、「
町
内

へ
の
定
住
に
向
け
た
活
動
」

の
４
つ
で
あ
る
。

　協
力
隊
員
は
、
最
長
３
年

町
長
答
弁

①
外
国
人
労
働

者
は
勤
務
先
と
宿
泊
先
の
往

復
が
主
で
あ
り
、
日
本
語
で

の
会
話
が
難
し
い
こ
と
な
ど

か
ら
地
域
内
で
の
交
流
が
希

薄
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

外
国
人
同
士
で
集
ま
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ

る
場
所
が
な
い
た
め
、
昨
年

度
、
近
隣
市
町
村
に
先
駆
け
、

町
内
と
周
辺
地
域
在
住
外
国

人
の
方
々
を
支
援
し
て
い
く

拠
点
施
設
と
し
て
「
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
た
。

　
生
活
し
て
い
く
上
で
最
も

大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る

言
葉
の
壁
を
取
り
除
く
こ
と

が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る

専
門
の
能
力
を
持
つ
方
を
採

用
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、

日
本
語
教
室
の
運
営
や
多
文

化
共
生
、
国
際
交
流
事
業
な

ど
の
支
援
の
ほ
か
、
地
域
住

民
、
外
国
人
受
入
事
業
所
な

ど
と
協
力
体
制
を
構
築
し
、

外
国
人
の
方
々
が
暮
ら
し
や

す
く
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
参
加
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
、
活
動
し

て
い
た
だ
く
。

　
　
外
国
人
労

　
　
働
者
な
ど

を
対
象
に
、
日

本
語
教
室
の
運

営
や
支
援
活
動

を
し
て
い
く
。

答

　
　
町
の
課
題

　
　
解
決
へ
、

地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
期
待
す

る
活
動
は
。

問

間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
成
果
を
挙
げ
な
く
て
は

な
ら
ず
、
制
度
の
目
的
で
あ

る
期
間
満
了
後
の
定
住
、
地

域
の
活
性
化
を
ぜ
ひ
実
現
し

て
い
き
た
い
と
考
え
、
次
の

質
問
を
す
る
。

①
外
国
人
に
関
す
る
課
題
認

識
は
。
そ
の
課
題
を
協
力
隊

の
活
動
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
解
決
を
目
指
す
の
か
。

②
入
国
の
後
押
し
を
す
る
施

策
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後

の
動
き
は
。

③
前
回
の
協
力
隊
受
入
れ
経

験
か
ら
見
え
た
課
題
と
、
今

後
に
生
か
す
方
策
は
。

②
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
と
の
共
生
を
後

押
し
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
事
業
を
展
開
し
て
い
く
と

と
も
に
、
外
国
人
受
入
事
業

者
な
ど
に
対
し
、
空
き
家
な

ど
を
積
極
的
に
確
保
し
、
情

報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
人
口
減

少
対
策
の
一
環
と
し
て
、
連

携
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い

る
八
戸
学
院
大
学
と
、
留
学

生
の
町
内
事
業
所
へ
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
る
。
人
手
不
足
が
深
刻
な

介
護
分
野
に
お
い
て
、
外
国

人
の
労
働
力
に
よ
る
担
い
手

不
足
の
解
消
を
目
指
し
、
介

護
福
祉
学
科
留
学
生
の
受
け

入
れ
を
町
内
の
福
祉
法
人
に

対
し
案
内
し
て
い
る
。

　
留
学
生
受
入
時
の
生
活
拠

点
先
と
し
て
、
旧
名
川
病
院

医
師
住
宅
２
棟
を
確
保
し
て

い
る
。
他
の
支
援
に
つ
い
て

も
事
業
者
か
ら
の
要
望
な
ど

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

③
こ
れ
ま
で
平
成
25
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
３
年

間
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
通
じ
た
交
流
、
地
域
づ
く

り
を
目
的
と
し
、
２
名
の
協

力
隊
員
を
採
用
し
活
動
い
た

だ
い
た
。
隊
員
か
ら
「
活
動

内
容
が
広
範
囲
だ
っ
た
た
め
、

任
期
満
了
後
の
な
り
わ
い
を

絞
り
切
れ
ず
、
定
住
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
難
し
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
今
回
の
募
集
で
は
、

活
動
内
容
を
明
確
な
も
の
に

絞
り
、専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
方
を
募
集
し
、
定
住
、
定

着
に
も
つ
な
げ
や
す
い
活
動

内
容
と
し
た
。

　
今
後
も
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
を
活
用
す
る
際
は
、

当
町
の
現
状
や
課
題
、
活
動

内
容
の
方
向
性
を
明
確
化
し

た
上
で
、
専
門
的
な
知
識
、

資
格
な
ど
を
有
す
る
人
材
を

募
集
し
、
当
町
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、

隊
員
が
任
期
満
了
後
も
当
町

の
一
員
と
し
て
定
住
、
定
着

い
た
だ
け
る
よ
う
、
生
活
環

境
面
に
お
い
て
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
。

質
　問
　町
長
が
掲
げ
る

「
今
、
困
っ
て
い
る
人
を
、
今
、

支
援
す
る
」
の
意
識
の
も
と
、

的
確
な
政
治
決
断
と
実
行
力

が
、
今
後
も
よ
り
必
要
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
ま
た
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
続
々
と
支
援
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
に
、
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

　青
森
県
で
は
コ
ロ
ナ
対
策

の
一
環
と
し
て
、
知
事
や
県

議
会
議
員
の
報
酬
削
減
を
早

い
段
階
で
決
行
し
て
お
り
、

町
長
答
弁

町
で
は
、
国
や

県
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
南

部
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

夏堀嘉一郎 議員

　
　
地
元
消
費

　
　
に
よ
る
経

済
活
動
の
回
復

や
３
密
を
避
け

る
避
難
所
運
営

を
し
て
い
く
。

答

　
　
コ
ロ
ナ
禍

　
　
に
対
す
る

考
え
方
や
気
構

え
に
つ
い
て
。

今
後
心
配
さ
れ

る
国
難
に
つ
い

て
は
。

問

元
消
費
が
地
域
経
済
の
循
環

と
回
復
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
お
り
、
議
員
な
ら
び
に
町

民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
積
極
的
な
地
元

消
費
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

広
報
な
ん
ぶ
ち
ょ
う
６
月
号

へ
掲
載
し
お
願
い
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
そ
の
上
で
、

地
元
経
済
の
回
復
に
つ
な
が

る
消
費
活
動
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
現
段
階
で
報
酬
の
削
減

は
考
え
て
お
ら
ず
、
経
済
活

動
の
回
復
が
先
決
で
あ
る
。

　
専
門
家
か
ら
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
感
染
爆
発
の
第
２
波

の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
経
済
の
悪
化
に
よ
る

企
業
の
大
量
倒
産
、
リ
ス
ト

ラ
な
ど
に
よ
る
失
業
者
の
大

量
発
生
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
以
外
で
も
、
人

口
減
少
の
加
速
に
よ
る
経
済

の
縮
小
や
社
会
保
障
不
安
、

近
年
大
規
模
化
し
て
い
る
自

然
災
害
や
異
常
気
象
に
よ
る

農
作
物
へ
の
影
響
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
新
型

同
様
の
対
策
を
し
て
い
る
市

町
村
も
増
え
て
き
て
い
る
。

今
後
、
議
員
報
酬
削
減
の
提

案
を
考
え
て
い
る
が
、
町
長

ご
自
身
の
報
酬
削
減
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　梅
雨
時
期
に
入
り
、
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
。
ま
た
、
震
度

４
以
上
の
地
震
が
全
国
的
に

頻
発
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

中
に
自
然
災
害
が
襲
っ
て
き

た
場
合
の
対
応
は
。
ま
た
、

今
後
の
予
想
し
得
な
い
国
難

に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

類
似
し
た
症
状
の
患
者
が
病

院
を
受
診
し
た
場
合
の
対
応

な
ど
も
考
え
ら
れ
、
医
療
セ

ン
タ
ー
事
務
長
に
は
対
応
を

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。

　
自
然
災
害
の
発
生
を
常
に

頭
に
入
れ
な
が
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
し
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

総
務
課
長
答
弁

自
然
災
害

発
生
時
に
は
、
ま
ず
は
命
を

守
る
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
し
て
い
る
現
状
で

あ
っ
て
も
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
避
難

勧
告
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
際

に
は
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
避

難
行
動
を
開
始
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
自
然
災
害
時
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
①
避
難
所
が
過

密
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
近
隣
の
親
戚
や
知
人

宅
な
ど
、
安
全
が
確
保
で
き

る
場
所
へ
の
避
難
を
事
前
に

検
討
す
る
②
避
難
所
内
で
避

難
者
同
士
が
十
分
な
距
離
を

と
る
③
避
難
時
に
は
マ
ス
ク

や
体
温
計
な
ど
、
可
能
な
範

囲
で
持
参
す
る
、
な
ど
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
避
難
所
の
収
容
人

数
を
１
人
当
た
り
６
平
方
㍍

程
度
で
考
え
、
過
密
状
態
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

避
難
所
の
開
設
、
運
営
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
活
用
、

発
熱
者
用
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
、

３
密
を
避
け
る
た
め
の
動
線

の
確
保
な
ど
も
検
討
し
て
い

る
。

感
染
拡
大
防
止
に
全
庁
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
県
内
で
も
３
月
上
旬
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
自
粛
さ

れ
、
町
内
の
経
済
活
動
に
も

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出
て
い

る
中
で
、「
今
、
困
っ
て
い
る

人
を
、
今
、
支
援
す
る
」
と

い
う
意
識
を
全
職
員
が
共
有

し
、
町
独
自
の
各
種
支
援
策

を
実
施
し
て
い
る
。
今
定
例

会
に
お
い
て
も
、
町
独
自
の

支
援
策
第
３
弾
と
な
る
、
農

畜
産
業
へ
の
「
先
行
型
持
続

化
給
付
金
」
を
補
正
予
算
に

計
上
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
限
ら
ず
、
全
て
の
施

策
を
行
っ
て
い
く
上
で
一
歩

先
を
読
む
こ
と
を
意
識
し
、

決
断
力
・
職
員
に
対
す
る
指

導
力
・
実
行
力
が
重
要
で
あ

り
、
こ
の
３
つ
の
力
が
早
い

対
応
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
は
、
引
き
続
き
感
染

拡
大
防
止
に
万
全
を
期
す
こ

と
が
大
前
提
だ
が
、
経
済
活

動
の
力
強
い
回
復
が
重
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
町
内

で
の
飲
食
、
購
買
な
ど
の
地
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工藤　愛 議員

質
　問
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
が
一
定
の
成
果
を

挙
げ
る
た
め
に
は
、
協
力
隊

員
、
行
政
、
地
域
が
同
じ
課

題
意
識
を
持
っ
て
解
決
に
向

け
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

　今
年
度
採
用
さ
れ
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容

は
、「
外
国
人
へ
の
日
本
語
教

室
の
運
営
活
動
」、「
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
で
の
ソ
フ
ト
事

業
の
支
援
・
構
築
活
動
」、「
異

文
化
交
流
の
支
援
」、「
町
内

へ
の
定
住
に
向
け
た
活
動
」

の
４
つ
で
あ
る
。

　協
力
隊
員
は
、
最
長
３
年

町
長
答
弁

①
外
国
人
労
働

者
は
勤
務
先
と
宿
泊
先
の
往

復
が
主
で
あ
り
、
日
本
語
で

の
会
話
が
難
し
い
こ
と
な
ど

か
ら
地
域
内
で
の
交
流
が
希

薄
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

外
国
人
同
士
で
集
ま
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ

る
場
所
が
な
い
た
め
、
昨
年

度
、
近
隣
市
町
村
に
先
駆
け
、

町
内
と
周
辺
地
域
在
住
外
国

人
の
方
々
を
支
援
し
て
い
く

拠
点
施
設
と
し
て
「
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
た
。

　
生
活
し
て
い
く
上
で
最
も

大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る

言
葉
の
壁
を
取
り
除
く
こ
と

が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る

専
門
の
能
力
を
持
つ
方
を
採

用
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、

日
本
語
教
室
の
運
営
や
多
文

化
共
生
、
国
際
交
流
事
業
な

ど
の
支
援
の
ほ
か
、
地
域
住

民
、
外
国
人
受
入
事
業
所
な

ど
と
協
力
体
制
を
構
築
し
、

外
国
人
の
方
々
が
暮
ら
し
や

す
く
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
参
加
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
、
活
動
し

て
い
た
だ
く
。

　
　
外
国
人
労

　
　
働
者
な
ど

を
対
象
に
、
日

本
語
教
室
の
運

営
や
支
援
活
動

を
し
て
い
く
。

答

　
　
町
の
課
題

　
　
解
決
へ
、

地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
期
待
す

る
活
動
は
。

問

間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
成
果
を
挙
げ
な
く
て
は

な
ら
ず
、
制
度
の
目
的
で
あ

る
期
間
満
了
後
の
定
住
、
地

域
の
活
性
化
を
ぜ
ひ
実
現
し

て
い
き
た
い
と
考
え
、
次
の

質
問
を
す
る
。

①
外
国
人
に
関
す
る
課
題
認

識
は
。
そ
の
課
題
を
協
力
隊

の
活
動
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
解
決
を
目
指
す
の
か
。

②
入
国
の
後
押
し
を
す
る
施

策
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後

の
動
き
は
。

③
前
回
の
協
力
隊
受
入
れ
経

験
か
ら
見
え
た
課
題
と
、
今

後
に
生
か
す
方
策
は
。

②
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
と
の
共
生
を
後

押
し
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
事
業
を
展
開
し
て
い
く
と

と
も
に
、
外
国
人
受
入
事
業

者
な
ど
に
対
し
、
空
き
家
な

ど
を
積
極
的
に
確
保
し
、
情

報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
人
口
減

少
対
策
の
一
環
と
し
て
、
連

携
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い

る
八
戸
学
院
大
学
と
、
留
学

生
の
町
内
事
業
所
へ
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
る
。
人
手
不
足
が
深
刻
な

介
護
分
野
に
お
い
て
、
外
国

人
の
労
働
力
に
よ
る
担
い
手

不
足
の
解
消
を
目
指
し
、
介

護
福
祉
学
科
留
学
生
の
受
け

入
れ
を
町
内
の
福
祉
法
人
に

対
し
案
内
し
て
い
る
。

　
留
学
生
受
入
時
の
生
活
拠

点
先
と
し
て
、
旧
名
川
病
院

医
師
住
宅
２
棟
を
確
保
し
て

い
る
。
他
の
支
援
に
つ
い
て

も
事
業
者
か
ら
の
要
望
な
ど

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

③
こ
れ
ま
で
平
成
25
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
３
年

間
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
通
じ
た
交
流
、
地
域
づ
く

り
を
目
的
と
し
、
２
名
の
協

力
隊
員
を
採
用
し
活
動
い
た

だ
い
た
。
隊
員
か
ら
「
活
動

内
容
が
広
範
囲
だ
っ
た
た
め
、

任
期
満
了
後
の
な
り
わ
い
を

絞
り
切
れ
ず
、
定
住
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
難
し
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
今
回
の
募
集
で
は
、

活
動
内
容
を
明
確
な
も
の
に

絞
り
、専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
方
を
募
集
し
、
定
住
、
定

着
に
も
つ
な
げ
や
す
い
活
動

内
容
と
し
た
。

　
今
後
も
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
を
活
用
す
る
際
は
、

当
町
の
現
状
や
課
題
、
活
動

内
容
の
方
向
性
を
明
確
化
し

た
上
で
、
専
門
的
な
知
識
、

資
格
な
ど
を
有
す
る
人
材
を

募
集
し
、
当
町
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、

隊
員
が
任
期
満
了
後
も
当
町

の
一
員
と
し
て
定
住
、
定
着

い
た
だ
け
る
よ
う
、
生
活
環

境
面
に
お
い
て
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
。

質
　問
　町
長
が
掲
げ
る

「
今
、
困
っ
て
い
る
人
を
、
今
、

支
援
す
る
」
の
意
識
の
も
と
、

的
確
な
政
治
決
断
と
実
行
力

が
、
今
後
も
よ
り
必
要
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
ま
た
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
続
々
と
支
援
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
に
、
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

　青
森
県
で
は
コ
ロ
ナ
対
策

の
一
環
と
し
て
、
知
事
や
県

議
会
議
員
の
報
酬
削
減
を
早

い
段
階
で
決
行
し
て
お
り
、

町
長
答
弁

町
で
は
、
国
や

県
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
南

部
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

夏堀嘉一郎 議員

　
　
地
元
消
費

　
　
に
よ
る
経

済
活
動
の
回
復

や
３
密
を
避
け

る
避
難
所
運
営

を
し
て
い
く
。

答

　
　
コ
ロ
ナ
禍

　
　
に
対
す
る

考
え
方
や
気
構

え
に
つ
い
て
。

今
後
心
配
さ
れ

る
国
難
に
つ
い

て
は
。

問

元
消
費
が
地
域
経
済
の
循
環

と
回
復
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
お
り
、
議
員
な
ら
び
に
町

民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
積
極
的
な
地
元

消
費
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

広
報
な
ん
ぶ
ち
ょ
う
６
月
号

へ
掲
載
し
お
願
い
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
そ
の
上
で
、

地
元
経
済
の
回
復
に
つ
な
が

る
消
費
活
動
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
現
段
階
で
報
酬
の
削
減

は
考
え
て
お
ら
ず
、
経
済
活

動
の
回
復
が
先
決
で
あ
る
。

　
専
門
家
か
ら
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
感
染
爆
発
の
第
２
波

の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
経
済
の
悪
化
に
よ
る

企
業
の
大
量
倒
産
、
リ
ス
ト

ラ
な
ど
に
よ
る
失
業
者
の
大

量
発
生
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
以
外
で
も
、
人

口
減
少
の
加
速
に
よ
る
経
済

の
縮
小
や
社
会
保
障
不
安
、

近
年
大
規
模
化
し
て
い
る
自

然
災
害
や
異
常
気
象
に
よ
る

農
作
物
へ
の
影
響
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
新
型

同
様
の
対
策
を
し
て
い
る
市

町
村
も
増
え
て
き
て
い
る
。

今
後
、
議
員
報
酬
削
減
の
提

案
を
考
え
て
い
る
が
、
町
長

ご
自
身
の
報
酬
削
減
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　梅
雨
時
期
に
入
り
、
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
。
ま
た
、
震
度

４
以
上
の
地
震
が
全
国
的
に

頻
発
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

中
に
自
然
災
害
が
襲
っ
て
き

た
場
合
の
対
応
は
。
ま
た
、

今
後
の
予
想
し
得
な
い
国
難

に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

類
似
し
た
症
状
の
患
者
が
病

院
を
受
診
し
た
場
合
の
対
応

な
ど
も
考
え
ら
れ
、
医
療
セ

ン
タ
ー
事
務
長
に
は
対
応
を

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。

　
自
然
災
害
の
発
生
を
常
に

頭
に
入
れ
な
が
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
し
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

総
務
課
長
答
弁

自
然
災
害

発
生
時
に
は
、
ま
ず
は
命
を

守
る
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
し
て
い
る
現
状
で

あ
っ
て
も
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
避
難

勧
告
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
際

に
は
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
避

難
行
動
を
開
始
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
自
然
災
害
時
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
①
避
難
所
が
過

密
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
近
隣
の
親
戚
や
知
人

宅
な
ど
、
安
全
が
確
保
で
き

る
場
所
へ
の
避
難
を
事
前
に

検
討
す
る
②
避
難
所
内
で
避

難
者
同
士
が
十
分
な
距
離
を

と
る
③
避
難
時
に
は
マ
ス
ク

や
体
温
計
な
ど
、
可
能
な
範

囲
で
持
参
す
る
、
な
ど
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
避
難
所
の
収
容
人

数
を
１
人
当
た
り
６
平
方
㍍

程
度
で
考
え
、
過
密
状
態
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

避
難
所
の
開
設
、
運
営
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
活
用
、

発
熱
者
用
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
、

３
密
を
避
け
る
た
め
の
動
線

の
確
保
な
ど
も
検
討
し
て
い

る
。

感
染
拡
大
防
止
に
全
庁
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
県
内
で
も
３
月
上
旬
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
自
粛
さ

れ
、
町
内
の
経
済
活
動
に
も

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出
て
い

る
中
で
、「
今
、
困
っ
て
い
る

人
を
、
今
、
支
援
す
る
」
と

い
う
意
識
を
全
職
員
が
共
有

し
、
町
独
自
の
各
種
支
援
策

を
実
施
し
て
い
る
。
今
定
例

会
に
お
い
て
も
、
町
独
自
の

支
援
策
第
３
弾
と
な
る
、
農

畜
産
業
へ
の
「
先
行
型
持
続

化
給
付
金
」
を
補
正
予
算
に

計
上
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
限
ら
ず
、
全
て
の
施

策
を
行
っ
て
い
く
上
で
一
歩

先
を
読
む
こ
と
を
意
識
し
、

決
断
力
・
職
員
に
対
す
る
指

導
力
・
実
行
力
が
重
要
で
あ

り
、
こ
の
３
つ
の
力
が
早
い

対
応
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
は
、
引
き
続
き
感
染

拡
大
防
止
に
万
全
を
期
す
こ

と
が
大
前
提
だ
が
、
経
済
活

動
の
力
強
い
回
復
が
重
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
町
内

で
の
飲
食
、
購
買
な
ど
の
地
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30９月号31 ９月号

第
96
回
南
部
町
議
会
臨
時
会

議
員
発
議「
南
部
町
内
に
お
け
る
経
済
回
復

の
た
め
の
消
費
喚
起
を
促
す
決
議
案
」を
可
決

第
96
回
臨
時
会
に
は
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
議
員
提
出
議
案
２
件
が
上
程
さ
れ
、
本
会
議
で
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
７
日

提案理由を説明する夏堀嘉一郎議員提案理由を説明する夏堀嘉一郎議員

提案理由を説明する山田賢司議員提案理由を説明する山田賢司議員 動画で町を PRする電子パンフレット（写真はイメージ）動画で町を PRする電子パンフレット（写真はイメージ）

○
川
守
田
稔
議
員

町
内
で
の
消
費
の
促
進

は
当
然
の
事
で
あ
る
が
、

近
年
町
外
事
業
者
の
事
業

展
開
が
増
え
、
そ
の
実
効

性
は
希
薄
で
あ
る
。
本
決

議
案
に
は
、
そ
の
視
点
が

欠
け
て
い
る
。
今
後
そ
れ

ら
の
事
業
形
態
等
の
精
査

な
ど
、
実
効
性
を
伴
う
具

体
策
の
整
備
が
必
要
に
な

る
。
そ
の
先
駆
け
に
本
決

議
案
が
提
出
さ
れ
た
も
の

と
理
解
し
賛
成
す
る
。

主
な
議
案

予

　算

■
南
部
町
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の

契

　約

議
員
提
出

議

　
　案

賛
成
討
論

○
川
守
田
稔
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
以
降

の
社
会
構
造
の
変
化
や
金

融
混
乱
は
想
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
町
独
自
の

支
援
の
必
要
性
は
継
続
す

る
。
そ
の
た
め
支
援
策
の

財
源
と
な
る
自
主
財
源
の

温
存
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
最
初
に
議

員
報
酬
削
減
の
姿
勢
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
山
田
賢
司
議
員

町
内
の
農
畜
産
業
や
商

工
業
に
対
し
、
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
給
付
金
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

我
々
議
員
も
経
済
を
回
復

さ
せ
た
い
、
今
の
状
況
を

何
と
か
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
議
員
報
酬
を
削
減

し
、
第
２
波
、
第
３
波
に

備
え
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、

町
内
で
の
飲
食
や
購
買
欲

な
ど
の
気
運
を
高
め
、
消

費
が
冷
え
込
む
こ
と
の
な

い
よ
う
、
地
元
に
お
け
る

消
費
の
喚
起
を
促
し
、
私

自
身
も
行
動
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
南
部
町
内
に
お
け
る
経

済
回
復
の
た
め
の
消
費

喚
起
を
促
す
決
議
案

【
提
案
者
】

議
員
　
山
田
　
賢
司

【
賛
成
者
】

議
員
　
坂
本
　
典
男

議
員
　
久
保
　
利
樹

【
提
案
理
由
】

▽
　
国
・
県
・
町
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
を
行
い
、

経
済
回
復
に
力
を
入
れ

始
め
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
　
地
元
経
済
発
展
の
た

め
に
財
政
出
動
を
す
る

中
で
、
事
業
の
縮
小
や

議
員
報
酬
の
削
減
な
ど
、

消
極
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
手
段
を
講
じ
る

よ
り
も
先
に
、
消
費
が

冷
え
込
む
こ
と
の
な
い

よ
う
、
議
員
報
酬
を
削

減
せ
ず
に
地
元
に
お
け

る
消
費
の
喚
起
を
促
し
、

地
元
経
済
へ
の
波
及
効

果
を
図
る
「
積
極
的
」

な
取
り
組
み
を
し
て
い

く
こ
と
を
誓
う
も
の
。

■
南
部
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
１
３
２
８
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
５
８
億
２
３
５
４
万

１
千
円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
落
ち
込

ん
だ
経
済
お
よ
び
観
光

需
要
の
回
復
を
目
指
し
、

電
子
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
経
費
２
３
９
万
８

千
円
お
よ
び
Ｐ
Ｒ
広
告

製
作
経
費
２
０
０
万
円
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用

す
る
顔
認
証
機
能
付
体

温
検
知
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
購
入
費
と
し
て
１
９

９
万
円
な
ど
。

一
部
改
正

【
提
案
者
】

　
議
員
　
夏
堀
　
嘉
一
郎

【
賛
成
者
】

議
員
　
川
守
田
　
　
稔

　
議
員
　
滝
　
田
　
　
勉

【
提
案
理
由
】

▽
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

少
し
で
も
町
民
に
寄
り

添
い
痛
み
を
共
有
し
て

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、

ま
た
、
第
２
波
の
対
策

の
た
め
に
も
、
我
々
議

員
の
覚
悟
の
姿
勢
を
支

援
策
に
充
当
さ
せ
る
べ

き
だ
と
い
う
思
い
か
ら
、

令
和
２
年
８
月
か
ら
令

和
３
年
３
月
ま
で
の
８

↙
議
員
提
出
議
案
の
つ
づ
き

▽

　賛
成
少
数
で
否
決
し

ま
し
た
。

反
対
討
論

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
福
地
橋
橋
梁
補
修
３
号

工
事
）

▽
　
福
地
橋
橋
梁
の
補
修

工
事
の
た
め
、
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
も

の
。
工
期
は
、
令
和
３

年
１
月
29
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

５
５
７
３
万
３
７
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】

　
夏
堀
工
務
店
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

夏
堀
陽
子

※

工
事
期
間
中
、
交
通
規

制
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

賛
成
討
論

▽

　賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

↖
賛
成
討
論
は
次
ペ
ー
ジ

か
月
間
の
議
員
報
酬
を

10
％
削
減
し
、
令
和
２

年
12
月
の
期
末
手
当
を

無
支
給
と
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。

川
守
田

　稔

馬
場

　又
彦

根
市

　
　勲

沼
畑

　俊
一

夏
堀

　文
孝

工
藤

　正
孝

中
舘

　文
雄

八
木
田
憲
司

山
田

　賢
司

西
野
耕
太
郎

滝
田

　
　勉

坂
本

　典
男

夏
堀
嘉
一
郎

久
保

　利
樹

松
本

　啓
吾

工
藤

　
　愛

審
議
の
結
果

議　案　名

発議第２号
南部町議会議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部改正

発議第３号
南部町内における経済回復のための
消費喚起を促す決議案

否決 × × × ○ × ○ × × × × × － × × × ○

○：賛成　×：反対　退：退席
議長は採決に加わりません。
○：賛成　×：反対　退：退席
議長は採決に加わりません。賛否が分かれた議案賛否が分かれた議案

可決 ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

※賛否が分かれた議案以外は、すべて全会一致で可決しました。

　
こ
の
度
の
豪
雨
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
へ
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
自
然
災
害
な
ど
か
ら
の
回
復

を
願
い
、
７
月
臨
時
会
で
議
員
発
議

「
町
内
に
お
け
る
経
済
回
復
の
た
め
の

消
費
喚
起
を
促
す
決
議
案
」
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
南
部
町
の
明
る
い
未
来
は
、「
地
域

で
経
済
を
ま
わ
す
」
一
人
ひ
と
り
の

意
志
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、

“
顔
が
見
え
る
”
あ
の
人
の
店
で
買

い
物
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
会
え
な
い
家
族
に
、
被
災
し
た
友

人
に
、
町
の
特
産
品
を
贈
り
ま
し
ょ

う
。
あ
な
た
の
応
援
す
る
気
持
ち
が

き
っ
と
伝
わ
り
ま
す
よ
！

議
会
広
報
編
集
委
員
会委　

員
工
藤  

愛  

記

　議会傍聴する際は、
新型コロナウイルス感
染症予防のため、マス
クの着用、手指の消毒
をお願いいたします。
　なお、傍聴席には限
りがありますので、議
会事務局までお問い合
わせください。

☎ 0178-84-2124

議会傍聴のお願い
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第
96
回
南
部
町
議
会
臨
時
会

議
員
発
議「
南
部
町
内
に
お
け
る
経
済
回
復

の
た
め
の
消
費
喚
起
を
促
す
決
議
案
」を
可
決

第
96
回
臨
時
会
に
は
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
議
員
提
出
議
案
２
件
が
上
程
さ
れ
、
本
会
議
で
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
７
日

提案理由を説明する夏堀嘉一郎議員提案理由を説明する夏堀嘉一郎議員

提案理由を説明する山田賢司議員提案理由を説明する山田賢司議員 動画で町を PRする電子パンフレット（写真はイメージ）動画で町を PRする電子パンフレット（写真はイメージ）

○
川
守
田
稔
議
員

町
内
で
の
消
費
の
促
進

は
当
然
の
事
で
あ
る
が
、

近
年
町
外
事
業
者
の
事
業

展
開
が
増
え
、
そ
の
実
効

性
は
希
薄
で
あ
る
。
本
決

議
案
に
は
、
そ
の
視
点
が

欠
け
て
い
る
。
今
後
そ
れ

ら
の
事
業
形
態
等
の
精
査

な
ど
、
実
効
性
を
伴
う
具

体
策
の
整
備
が
必
要
に
な

る
。
そ
の
先
駆
け
に
本
決

議
案
が
提
出
さ
れ
た
も
の

と
理
解
し
賛
成
す
る
。

主
な
議
案

予

　算

■
南
部
町
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の

契

　約

議
員
提
出

議

　
　案

賛
成
討
論

○
川
守
田
稔
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
以
降

の
社
会
構
造
の
変
化
や
金

融
混
乱
は
想
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
町
独
自
の

支
援
の
必
要
性
は
継
続
す

る
。
そ
の
た
め
支
援
策
の

財
源
と
な
る
自
主
財
源
の

温
存
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
最
初
に
議

員
報
酬
削
減
の
姿
勢
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
山
田
賢
司
議
員

町
内
の
農
畜
産
業
や
商

工
業
に
対
し
、
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
給
付
金
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

我
々
議
員
も
経
済
を
回
復

さ
せ
た
い
、
今
の
状
況
を

何
と
か
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
議
員
報
酬
を
削
減

し
、
第
２
波
、
第
３
波
に

備
え
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、

町
内
で
の
飲
食
や
購
買
欲

な
ど
の
気
運
を
高
め
、
消

費
が
冷
え
込
む
こ
と
の
な

い
よ
う
、
地
元
に
お
け
る

消
費
の
喚
起
を
促
し
、
私

自
身
も
行
動
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
南
部
町
内
に
お
け
る
経

済
回
復
の
た
め
の
消
費

喚
起
を
促
す
決
議
案

【
提
案
者
】

議
員
　
山
田
　
賢
司

【
賛
成
者
】

議
員
　
坂
本
　
典
男

議
員
　
久
保
　
利
樹

【
提
案
理
由
】

▽
　
国
・
県
・
町
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
を
行
い
、

経
済
回
復
に
力
を
入
れ

始
め
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
　
地
元
経
済
発
展
の
た

め
に
財
政
出
動
を
す
る

中
で
、
事
業
の
縮
小
や

議
員
報
酬
の
削
減
な
ど
、

消
極
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
手
段
を
講
じ
る

よ
り
も
先
に
、
消
費
が

冷
え
込
む
こ
と
の
な
い

よ
う
、
議
員
報
酬
を
削

減
せ
ず
に
地
元
に
お
け

る
消
費
の
喚
起
を
促
し
、

地
元
経
済
へ
の
波
及
効

果
を
図
る
「
積
極
的
」

な
取
り
組
み
を
し
て
い

く
こ
と
を
誓
う
も
の
。

■
南
部
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
１
３
２
８
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
５
８
億
２
３
５
４
万

１
千
円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
落
ち
込

ん
だ
経
済
お
よ
び
観
光

需
要
の
回
復
を
目
指
し
、

電
子
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
経
費
２
３
９
万
８

千
円
お
よ
び
Ｐ
Ｒ
広
告

製
作
経
費
２
０
０
万
円
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用

す
る
顔
認
証
機
能
付
体

温
検
知
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
購
入
費
と
し
て
１
９

９
万
円
な
ど
。

一
部
改
正

【
提
案
者
】

　
議
員
　
夏
堀
　
嘉
一
郎

【
賛
成
者
】

議
員
　
川
守
田
　
　
稔

　
議
員
　
滝
　
田
　
　
勉

【
提
案
理
由
】

▽
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

少
し
で
も
町
民
に
寄
り

添
い
痛
み
を
共
有
し
て

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、

ま
た
、
第
２
波
の
対
策

の
た
め
に
も
、
我
々
議

員
の
覚
悟
の
姿
勢
を
支

援
策
に
充
当
さ
せ
る
べ

き
だ
と
い
う
思
い
か
ら
、

令
和
２
年
８
月
か
ら
令

和
３
年
３
月
ま
で
の
８

↙
議
員
提
出
議
案
の
つ
づ
き

▽

　賛
成
少
数
で
否
決
し

ま
し
た
。

反
対
討
論

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
福
地
橋
橋
梁
補
修
３
号

工
事
）

▽
　
福
地
橋
橋
梁
の
補
修

工
事
の
た
め
、
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
も

の
。
工
期
は
、
令
和
３

年
１
月
29
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

５
５
７
３
万
３
７
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】

　
夏
堀
工
務
店
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

夏
堀
陽
子

※

工
事
期
間
中
、
交
通
規

制
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

賛
成
討
論

▽

　賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

▽

　賛
成
少
数
で
否
決
し

ま
し
た
。

↖
賛
成
討
論
は
次
ペ
ー
ジ

か
月
間
の
議
員
報
酬
を

10
％
削
減
し
、
令
和
２

年
12
月
の
期
末
手
当
を

無
支
給
と
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。

川
守
田

　稔

馬
場

　又
彦

根
市

　
　勲

沼
畑

　俊
一

夏
堀

　文
孝

工
藤

　正
孝

中
舘

　文
雄

八
木
田
憲
司

山
田

　賢
司

西
野
耕
太
郎

滝
田

　
　勉

坂
本

　典
男

夏
堀
嘉
一
郎

久
保

　利
樹

松
本

　啓
吾

工
藤

　
　愛

審
議
の
結
果

議　案　名

発議第２号
南部町議会議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部改正

発議第３号
南部町内における経済回復のための
消費喚起を促す決議案

否決 × × × ○ × ○ × × × × × － × × × ○

○：賛成　×：反対　退：退席
議長は採決に加わりません。
○：賛成　×：反対　退：退席
議長は採決に加わりません。賛否が分かれた議案賛否が分かれた議案

可決 ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

※賛否が分かれた議案以外は、すべて全会一致で可決しました。

　
こ
の
度
の
豪
雨
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
へ
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
自
然
災
害
な
ど
か
ら
の
回
復

を
願
い
、
７
月
臨
時
会
で
議
員
発
議

「
町
内
に
お
け
る
経
済
回
復
の
た
め
の

消
費
喚
起
を
促
す
決
議
案
」
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
南
部
町
の
明
る
い
未
来
は
、「
地
域

で
経
済
を
ま
わ
す
」
一
人
ひ
と
り
の

意
志
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、

“
顔
が
見
え
る
”
あ
の
人
の
店
で
買

い
物
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
会
え
な
い
家
族
に
、
被
災
し
た
友

人
に
、
町
の
特
産
品
を
贈
り
ま
し
ょ

う
。
あ
な
た
の
応
援
す
る
気
持
ち
が

き
っ
と
伝
わ
り
ま
す
よ
！

議
会
広
報
編
集
委
員
会委　

員
工
藤  

愛  

記

　議会傍聴する際は、
新型コロナウイルス感
染症予防のため、マス
クの着用、手指の消毒
をお願いいたします。
　なお、傍聴席には限
りがありますので、議
会事務局までお問い合
わせください。

☎ 0178-84-2124

議会傍聴のお願い

広報なんぶちょう 9月号31



コンテストでは、メンバーの小泉麻紘さん、榎本葉月さん、
松本美紀さん、向山菜月さんの４人が新型コロナ対策のため、
オンラインで発表しました。

全国で活躍する名農高を応援
～名農高を応援する会が発足～

８月15日、名久井農業高校で「ジュノハート」
の研究を行っているプロジェクトチームが、「U18　
IT夢コンテスト2020」に出場、全国24校125作品
の中から、最優秀賞を受賞しました。

研究の内容は、ジュノハートを高齢者でも安心
して栽培できる低木化栽培技術や、雨雲レーダー
と同期して雨よけを自動で行うシステムなどで、
IoTを駆使したスマート農業の視点から「持続可能
なサクランボ栽培システム」を提案、すばらしい
評価となりました。

また、８月21日、「青森県立名久井農業高等学
校を応援する会」が立ち上がりました。名農高は、
農業を基幹産業とする当町や三八地域において、

なくてはならない高校です。そこで、名農高が将
来にわたり当町で存続していくことができるよう、
今後PRや署名などの応援活動を展開していきます。

第 14回達者村花壇コンクール審査結果発表

最優秀賞　河門前　啓子さん
（名川地区　五日市）

最優秀賞　門前老人クラブ
(南部地区　門前）

〈プランター部門〉 〈花壇部門〉

　達者村花壇コンクールは、町を訪れる観光客等を花で彩られた美しい環境で迎えるために毎年
開催しているもので、今年のコンクールには、花壇部門 11 団体、プランター部門５団体・１個人
が参加しました。コンクールは 10 月末日までの開催となっておりますので、ぜひ、色とりどりの
花々をご鑑賞ください。 問合せ　交流推進課（本庁舎）☎ 0178-84-2123

（
福
地
地
区
　
苫
米
地
）　

優
秀
賞
　
一
般
財
団
法
人
南
部
町
健
康
増
進
公
社

（
名
川
地
区
　
下
斗
賀
）

優
秀
賞
　
下
斗
賀
町
内
会

（
福
地
地
区
　
苫
米
地
）

優
良
賞
　
苫
米
地
花
ク
ラ
ブ

（
名
川
地
区
　
下
名
久
井
）

優
良
賞
　
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
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